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vRealize Automation の移行 1
移行を使用すると、既存の vRealize Automation 環境のサイドバイサイド アップグレードを実行できます。

移行は、現在の vRealize Automation の移行前の環境から vRealize Automation の最新バージョンのターゲット展

開に、テナントと ID ストアを除くすべてのデータを移動します。さらに、移行によりすべてのデータが組み込みの 

vRealize Orchestrator 7.x から移行先の環境に移動します。

移行では、データを収集してそのデータをターゲット環境に安全にコピーするために必要な時間の間、vRealize 
Automation サービスを停止する以外に、移行前の環境を変更しません。ソース vRealize Automation データベー

スのサイズによって、移行は数分から数時間かかることがあります。

移行前の環境を最小インストールまたは高可用性展開に移行できます。

移行後にターゲット環境を本番環境にする場合は、移行前の環境を再開しないでください。移行後の移行前の環境へ

の変更は、ターゲット環境と同期されません。

移行前の環境が vCloud Air または vCloud Director に統合されている場合、または物理的なエンドポイントがある

場合は、移行を使用してアップグレードを実行する必要があります。移行により、これらのエンドポイントと、エン

ドポイントに関連付けられたすべてのものがターゲット環境から削除されます。また、vRealize Automation 6.2.5 
でサポートされている VMware vRealize Application Services 統合も削除されます。

注：   移行前に、vRealize Automation 仮想マシンを準備する追加のタスクを完了する必要があります。移行前に、

ナレッジベースの記事 KB51531 を確認してください。

vRealize Automation 6.2.5 から移行する場合は、問題が発生する可能性があります。詳細については、「9 章 移行

のシナリオ」を参照してください。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 移行のチェックリスト

移行のチェックリスト

このチェックリストを使用して、vRealize Automation の移行前、移行中、移行後の作業を追跡します。

本番環境で移行を実行する前にテスト移行を実行して、プロビジョニングのユースケースのテストを行い、移行中に

発生する可能性がある問題をすべて確認します。
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表 1-1. 移行前 

ステップ 参照

vRealize Automation のインストールの展開 vRealize Automation インストール ガイドを参照してください。

現在のインストール環境のバックアップ システムのバックアップとリストアの詳細については、vRealize 
Automation Preparations for Backing Up を参照してください。

一般情報については、Symantec Netbackup を使用したバックアップと

リストアの構成を参照してください。

すべての前提条件の検証 4 章 移行の前提条件を参照してください。

移行前タスクでの移行先の準備 5 章 移行前のタスクを参照してください。

テスト移行の実行 2 章 テスト移行の実行を参照してください。

表 1-2. 移行

ステップ 参照

移行の実行 テスト移行を検証し、正常に完了したら、6 章 移行手順を実行し、本番環

境での移行を実行します。

表 1-3. 移行後

ステップ 参照

移行後のタスク 移行が完了したら、移行後のタスクを実行します。

移行した環境の検証 ターゲット vRealize Automation 環境の検証を参照してください。

6.2.x の移行のシナリオ チェック 6.2 から 7.x に移行する場合は、9 章 移行のシナリオで相違点を確認して

ください。
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テスト移行の実行 2
本番環境を移行する前に、プロビジョニングのユースケースを検証するためのテスト移行を実行することが不可欠で

す。以降のバージョンで設計が改善されたために変更された可能性のあるブループリント、ワークフロー、またはス

クリプトを作成しなおすには、移行のテストが必要です。管理対象のワークロードにとって望ましくない変更を回避

するために、vRealize Automation 管理者は十分に注意してテストを行う必要があります。

手順

1 6.2.x 環境から移行する場合は、移行を実行する前に VRPT アップグレード アシスト ツールを実行します。

このツールを実行すると、ワークフローの変更が必要な場所が特定されます。ツールの詳細については、vRealize 
Automation 製品ドキュメントの「vRealize Automation Production Test」を参照してください。

2 最小構成のインストールまたは本番環境のリファレンス アーキテクチャ構成のインストールを展開します。

3 テスト移行を開始する前に、次のことを確認します。

a 移行のテスト中に、既存の移行元ワークロードのリース期間が延長されることを確認します。リースの有効

期間を確認するには、[インフラストラクチャ] - [管理対象マシン] - [期間でフィルタリング]の順に移動しま

す。

b 移行先エージェントの DoDeletes 値を False に設定します。

注：   管理対象ワークロードは、有効期限が切れても削除されず、移行先の vCenter サブフォルダに格納さ

れます。

4 移行後に次のパラメータを設定します。

a 混乱を避けるため、プロビジョニングのユースケースのテスト中は E メール通知を無効にします。

b 移行先システムのリース期限を監視して、移行元システムと一致するようにします。リース期間を調整して、

システムの有効期限が切れないようにします。

c ネットワーク ファイルを使用してプロビジョニングをテストする場合は、移行元と移行先の IP アドレスの

重複を防止するために、予約のネットワーク プロファイルを無効にします。

5 vRealize Orchestrator および vRealize Automation のテスト移行を実行します。

6 変更された情報とワークフローを保存してログに記録し、簡単にインポートして本番移行に転送することができ

ます。

7 本番にテスト環境と同一の環境を使用する場合にのみ、本番環境の移行が完了したらテスト移行環境をパワーオ

フします。2 つの vRealize Automation システムを長期間にわたって実行する構成はサポートされていませ

ん。
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vRealize Automation 環境のユーザー 
インターフェイス 3
vRealize Automation 環境は、複数のインターフェイスで使用および管理します。

ユーザー インターフェイス

これらの表は、vRealize Automation 環境を管理するために使用するインターフェイスを示しています。

表 3-1. vRealize Automation 管理コンソール

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のシステム管理者のタスクには、vRealize 
Automation コンソールを使用します。

n テナントを追加します。

n vRealize Automation ユーザー インター

フェイスをカスタマイズします。

n メール サーバを構成します。

n イベント ログを表示します。

n vRealize Orchestrator を構成します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation アプライア

ンスのスプラッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 [vRealize Automation コンソール] をクリックしま

す。

vRealize Automation コンソールを開くには、次の 

URL を使用することもできます：https://vrealize-
automation-appliance-FQDNvcac

3 ログインします。

システム管理者ロールを持つユー

ザーである必要があります。
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表 3-2. vRealize Automation テナント コンソール。このインターフェイスは、サービスやリソースの作成および管

理に使用するプライマリ ユーザー インターフェイスです。

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のタスクには、vRealize Automation を使

用します。

n 新しい IT サービス ブループリントを申請

します。

n クラウドおよび IT リソースを作成および管

理します。

n カスタム グループを作成および管理しま

す。

n ビジネス グループを作成、管理します。

n ユーザーにロールを割り当てます。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名とテナントの URL 名を使用して、テナントの 

URL を入力します。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN/
vcac/org/tenant_URL_name .

2 ログインします。

以下の 1 つ以上のロールを持つユ

ーザーである必要があります。

n アプリケーション アーキテク

ト

n 承認管理者

n カタログ管理者

n コンテナ管理者

n コンテナ アーキテクト

n 健全性サービス ユーザー

n インフラストラクチャ アーキ

テクト

n セキュアなエクスポートの利

用者

n ソフトウェア アーキテクト

n テナント管理者

n XaaS アーキテクト

vRealize Automation から 7.6 への移行
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表 3-3. vRealize Automation アプライアンス管理インターフェイス。

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のタスクには vRealize Automation アプ

ライアンス管理を使用します。

n 登録されているサービスのステータスを表

示します。

n システム情報を表示、およびアプライアン

スを再起動またはシャットダウンします。

n カスタマ エクスペリエンス改善プログラム

への参加を管理します。

n ネットワーク ステータスを表示します。

n 更新ステータスを表示、およびアップデー

トをインストールします。

n 管理設定を管理します。

n vRealize Automation ホスト設定を管理

します。

n SSO の設定を管理します。

n 製品ライセンスを管理します。

n vRealize Automation Postgres データベ

ースを設定します。

n vRealize Automation メッセージングを

設定します。

n vRealize Automation ログを設定します。

n IaaS コンポーネントをインストールしま

す。

n 既存の vRealize Automation 環境から移

行します。

n IaaS コンポーネントの証明書を管理しま

す。

n Xenon サービスを設定します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation アプライア

ンスのスプラッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 [vRealize Automation アプライアンス管理] をクリッ

クします。

次の URL を使用して vRealize Automation アプライ

アンス管理インターフェイスを開くこともできます：

https://vrealize-automation-appliance-
FQDN:5480

3 ログインします。

n ユーザー名：root

n パスワード：vRealize 
Automation アプライアン

スを展開したときに入力した

パスワード。

表 3-4. vRealize Orchestrator クライアント

目的 アクセス 必要な認証情報

以下のタスクには、vRealize Orchestrator クラ

イアントを使用します。

n アクションを作成します。

n ワークフローを作成します。

n ポリシーを管理します。

n パッケージをインストールします。

n ユーザーおよびユーザー グループの権限を

管理します。

n URI オブジェクトにタグを追加します。

n インベントリを表示します。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation のスプラッ

シュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 ローカル コンピュータに client.jnlp ファイルをダウン

ロードするには、[vRealize Orchestrator Client] をク

リックします。

3 client.jnlp ファイルを右クリックして [起動] を選択

します。

4 [続行しますか?] ダイアログ ボックスで、[続行] をクリ

ックします。

5 ログインします。

システム管理者ロールを持つユー

ザーであるか、または vRealize 
Orchestrator コントロール セン

ターの認証プロバイダの設定で構

成されている vcoadmins グルー

プに属している必要があります。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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表 3-5. vRealize Orchestrator コントロール センター

目的 アクセス 必要な認証情報

vRealize Automation に組み込まれているデ

フォルトの vRealize Orchestrator インスタン

スの設定を編集するには、vRealize 
Orchestrator コントロール センターを使用し

ます。

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメ

イン名を使用して、vRealize Automation アプライア

ンスのスプラッシュ ページを開きます。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN

2 [vRealize Automation アプライアンス管理] をクリッ

クします。

次の URL を使用して vRealize Automation アプライ

アンス管理インターフェイスを開くこともできます：

https://vrealize-automation-appliance-
FQDN:5480

3 ログインします。

4 [vRA] - [Orchestrator] の順にクリックします。

5 [Orchestrator ユーザー インターフェイス] を選択し

ます。

6 [開始] をクリックします。

7 Orchestrator ユーザー インターフェイスの URL をク

リックします。

8 ログインします。

ユーザー名

n ロールベースの認証が設定さ

れていない場合は、root と入

力します。

n ロールベースの認証で設定さ

れている場合は、vRealize 
Automation ユーザー名を入

力します。

パスワード

n ロールベースの認証が設定さ

れていない場合、vRealize 
Automation アプライアンス

を展開したときに入力したパ

スワードを入力します。

n ロールベースの認証でユーザ

ー名が設定されている場合

は、ユーザー名に対するパス

ワードを入力します。

表 3-6. Linux コマンド プロンプト

目的 アクセス 必要な認証情報

vRealize Automation アプライアンス ホスト

などのホストでは、以下のタスクには Linux コ
マンド プロンプトを使用します。

n サービスの開始または停止

n 構成ファイルの編集

n コマンドの実行

n データの取得

1 vRealize Automation アプライアンス ホストで、コマ

ンド プロンプトを開きます。

ローカル コンピュータでコマンド プロンプトを開く方

法の 1 つは、PuTTY などのアプリケーションを使用し

て、ホストでセッションを開始することです。

2 ログインします。

n ユーザー名：root

n パスワード：vRealize 
Automation アプライアンス

を展開したときに作成したパ

スワード。

表 3-7. Windows コマンド プロンプト 

目的 アクセス 必要な認証情報

IaaS ホストなどのホスト上で、Windows コマ

ンド プロンプトを使用してスクリプトを実行で

きます。

1 IaaS ホスト上で、Windows にログインします。

ローカル コンピュータからログインする方法の 1 つは、

リモート デスクトップ セッションを開始することです。

2 Windows コマンド プロンプトを開きます。

コマンド プロンプトを開く方法の 1 つは、ホスト上で 

[スタート] アイコンを右クリックし、[コマンド プロンプ

ト] または [コマンド プロンプト (管理者)] を選択するこ

とです。

n ユーザー名︰管理者権限を持

つユーザー。

n パスワード︰ユーザーのパス

ワード。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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移行の前提条件 4
移行の前提条件はターゲット環境によって異なります。

最小環境または高可用性環境に移行することができます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 最小環境に移行するための前提条件

n 高可用性環境に移行するための前提条件

最小環境に移行するための前提条件

最小環境への移行が確実に成功するように、次の前提条件を確認します。

最小インストールには、1 台の vRealize Automation アプライアンス、および IaaS コンポーネントをホストする 1 
台の Windows サーバが含まれます。最小インストールでは、vRealize Automation SQL Server データベースを 

IaaS コンポーネントと同じ IaaS Windows サーバに置くことも、別の Windows サーバに置くこともできます。

VMware, Inc. 12



図 4-1. vRealize Automation 最小インストール

vRealize Automation Infrastructure 
as a Service (IaaS)

vRealize Automation アプライアンス

PostgresSQL データベース

vRealize Orchestrator

IaaS Web

Microsoft IIS

Model Manager リポジトリ

Manager Service

DEM オーケストレータ

DEM ワーカー

プロキシ エージェント

Microsoft SQL Server データベース

前提条件

n vRealize Automation の新しいターゲット環境があることを確認します。

n 次の要件に基づいて、適切なプロキシ エージェントをターゲット環境にインストールします。

n ターゲット プロキシ エージェント名は、vSphere 用、Hyper-V 用、Citrix XenServer 用、およびテスト用

の各プロキシ エージェントのソース プロキシ エージェント名と一致する必要があります。

注：   次の手順を実行してエージェント名を取得します。

1 IaaS ホストで、管理者権限を持つローカル ユーザーとして Windows にログインします。

2 Windows Explorer を使用して、エージェントのインストール ディレクトリに移動します。

3 VRMAgent.exe.config ファイルを開きます。

4 ServiceConfiguration タグで、agentName 属性の値を特定します。

n ナレッジベースの記事 KB51531 を確認します。

n ターゲット プロキシ エージェント エンドポイント名は、vSphere 用、Hyper-V 用、Citrix XenServer 用、

およびテスト用の各プロキシ エージェントのソース プロキシ エージェント エンドポイント名と一致する

必要があります。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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n ターゲット環境で vSphere 用、Hyper-V 用、Citrix XenServer 用、またはテスト用の各プロキシ エージェ

ントのエンドポイントを作成しないでください。

n ターゲット vRealize Automation アプライアンスの vRealize Automation コンポーネントのバージョン番号

を確認します。

a ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、root 
としてターゲット vRealize Automation アプライアンス管理にログインします。

b [クラスタ] を選択します。

c 三角形をクリックして、[ホスト/ノード名] のレコードを展開します。

vRealize AutomationIaaS コンポーネントのバージョン番号が一致していることを確認します。

n vRealize Automation ターゲット IaaS データベース用のターゲット Microsoft SQL Server のバージョンが 

2012、2014、または 2016 であることを確認します。

n ポート 22 がソースとターゲットの vRealize Automation 環境間で開いていることを確認します。ポート 22 
は、ソースとターゲットの仮想アプライアンス間のセキュア シェル (SSH) 接続を確立するために必要です。

n エンドポイント vCenter Server に、移行を完了するための十分なリソースがあることを確認します。

n Cafe と IaaS コンポーネントの間で、ターゲット vRealize Automation 環境のシステム時刻が同期しているこ

とを確認します。

n ターゲット環境の IaaS サーバ ノードに Java SE Runtime Environment (JRE) 8 Update 181（64 ビット）以

降がインストールされていることを確認します。JRE をインストールしたら、JAVA_HOME 環境変数が、各 IaaS 
ノードにインストールされた Java バージョンをポイントしていることを確認します。必要に応じて、パスを変

更します。

n IaaS の各ノードに PowerShell 3.0 以降がインストールされていることを確認します。

n ソースおよびターゲットの vRealize Automation 環境が稼動していることを確認します。

n ソース vRealize Automation 環境で、ユーザー アクティビティやプロビジョニング アクティビティが発生して

いないことを確認します。

n オペレーティング システムと通信する可能性のあるターゲット vRealize Automation 環境の IaaS ノードで、

ウイルス対策またはセキュリティ ソフトウェアが実行されていること、およびコンポーネントが適切に設定、ま

たは無効にされていることを確認します。

n Windows インストールの更新が保留中であるため、IaaS Web サービスおよび Model Manager を再起動する

必要がないことを確認します。更新が保留中であるため、移行で World Wide Web 発行サービスが開始または

終了されない場合があります。

次のステップ

5 章 移行前のタスク。

高可用性環境に移行するための前提条件

次の前提条件を確認し、高可用性環境に問題なく確実に移行できるようにします。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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高可用性環境には、さまざまなサイズを使用できます。基本的な分散展開では、各 Windows サーバ上で IaaS コン

ポーネントをホストするだけで vRealize Automation のパフォーマンスを向上させることができます。多くの場

合、高可用性環境では、より多くの容量を確保するために、冗長アプライアンス、冗長サーバ、ロード バランシング

が使用されます。大規模な分散展開では、優れたスケーラビリティ、高可用性、ディザスタ リカバリが可能になりま

す。

図 4-2. vRealize Automation 高可用性環境

vRealize Automation Infrastructure as a Service (IaaS)

Microsoft IIS

マスター

PostgreSQL データベース

vRealize Orchestrator

レプリカ

PostgreSQL データベース

vRealize Orchestrator

IaaS Web

Model Manager リポジトリ

Microsoft IIS

IaaS Web

Model Manager リポジトリ

Manager Service Manager Service

DEM オーケストレータ DEM ワーカー プロキシ エージェント

Microsoft SQL Server

vRealize Automation アプライアンス

前提条件

n 高可用性向けに構成されたマスターおよびレプリカ仮想アプライアンスでターゲット vRealize Automation が
新しくインストールされていることを確認します。リファレンス アーキテクチャ で、「vRealize Automation 高
可用性構成の考慮事項」を参照してください。

n すべての vRealize Automation 仮想アプライアンスが root ユーザーの同一のパスワードを使用していること

を確認します。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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n 次の要件に基づいて、適切なプロキシ エージェントをターゲット環境にインストールします。

n ターゲット プロキシ エージェント名は、vSphere 用、Hyper-V 用、Citrix XenServer 用、およびテスト用

の各プロキシ エージェントのソース プロキシ エージェント名と一致する必要があります。

注：   次の手順を実行してエージェント名を取得します。

1 IaaS ホストで、管理者権限を持つローカル ユーザーとして Windows にログインします。

2 Windows Explorer を使用して、エージェントのインストール ディレクトリに移動します。

3 VRMAgent.exe.config ファイルを開きます。

4 ServiceConfiguration タグで、agentName 属性の値を特定します。

n ターゲット プロキシ エージェント エンドポイント名は、vSphere 用、Hyper-V 用、Citrix XenServer 用、

およびテスト用の各プロキシ エージェントのソース プロキシ エージェント エンドポイント名と一致する

必要があります。

n ターゲット環境で vSphere 用、Hyper-V 用、Citrix XenServer 用、またはテスト用の各プロキシ エージェ

ントのエンドポイントを作成しないでください。

n ターゲット vRealize Automation アプライアンスの vRealize Automation コンポーネントのバージョン番号

を確認します。

a ターゲット vRealize Automation 環境で、vRealize Automation アプライアンスの管理インターフェイス

に root ユーザーとしてログインします。

https://vrealize-automation-appliance-FQDN:5480

b [クラスタ] を選択します。

c [ホスト/ノード名] のレコードを展開してコンポーネントを表示するために、展開ボタンをクリックします。

すべての仮想アプライアンス ノード間で vRealize Automation コンポーネントのバージョン番号が一致し

ていることを確認します。

すべての IaaS ノード間で vRealize AutomationIaaS コンポーネントのバージョン番号が一致しているこ

とを確認します。

n ナレッジベースの記事 KB51531 を確認します。

n トラフィックをマスター ノードのみに転送するために、次の手順を実行します。

a すべての冗長ノードを無効にします。

b ロード バランサのドキュメントのとおりに、次のアイテムの健全性モニタを削除します。

n vRealize Automation 仮想アプライアンス

n IaaS Web サイト

n IaaS Manager Service

n vRealize Automation ターゲット IaaS データベース用のターゲット Microsoft SQL Server のバージョンが 

2012、2014、または 2016 であることを確認します。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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n ポート 22 がソースとターゲットの vRealize Automation 環境間で開いていることを確認します。ポート 22 
は、ソースとターゲットの仮想アプライアンス間のセキュア シェル (SSH) 接続を確立するために必要です。

n エンドポイント vCenter Server に、移行を完了するための十分なリソースがあることを確認します。

n ロード バランサのタイムアウト設定を、デフォルト設定から 10 分以上に変更したことを確認します。

n Cafe と IaaS コンポーネントの間で、ターゲット vRealize Automation 環境のシステム時刻が同期しているこ

とを確認します。

n ターゲット環境の IaaS Web サービス ノードと Model Manager ノードに適切な Java Runtime 
Environment があることを確認します。Java SE Runtime Environment (JRE) 8 Update 181（64 ビット）以

降がインストールされている必要があります。JAVA_HOME システム変数が IaaS の各ノードにインストール

されている Java のバージョンを指していることを確認します。必要に応じて、パスを変更します。

n 各 IaaS ノードに PowerShell 3.0 以降がインストールされていることを確認します。

n ソースおよびターゲットの vRealize Automation 環境が稼動していることを確認します。

n ソース vRealize Automation 環境で、ユーザー アクティビティやプロビジョニング アクティビティが発生して

いないことを確認します。

n オペレーティング システムと通信する可能性のあるターゲット vRealize Automation 環境の IaaS ノードで、

ウイルス対策またはセキュリティ ソフトウェアが実行されていること、およびコンポーネントが適切に設定、ま

たは無効にされていることを確認します。

n Windows インストールの更新が保留中であるため、IaaS Web サービスおよび Model Manager を再起動する

必要がないことを確認します。更新が保留中であるため、移行で World Wide Web 発行サービスが開始または

終了されない場合があります。

次のステップ

5 章 移行前のタスク。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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移行前のタスク 5
移行する前に、いくつかの移行前のタスクを実行する必要があります。

ソース vRealize Automation 環境のデータからターゲット vRealize Automation 環境に移行する前に実行する移

行前タスクは、移行前の環境に応じて異なります。

vRealize Automation の移行で導入される変更の確認

vRealize Automation 7.1 以降では、アップグレード中、およびアップグレード後にさまざまな機能が変更されま

す。vRealize Automation 6.2.5 環境からアップグレードする場合、アップグレード プロセスを開始する前に、これ

らの変更を確認してください。

vRealize Automation 6.2.5 と 7.1 以降との違いについては、『vRealize Automation の移行』の「vRealize 
Automation 6.2.x からの移行で導入される変更の確認」を参照してください。

注：   vRealize Production Test Upgrade Assist Tool は、vRealize Automation 6.2.5 環境を分析してアップグレ

ードに関する問題を引き起こす可能性がある機能構成を特定し、使用環境のアップグレード準備ができていることを

確認します。このツールおよび関連ドキュメントをダウンロードするには、VMware vRealize Production Test 
Tool の製品のダウンロード ページに移動します。

vRealize Automation 6.2.5 を最新バージョンに移行した後、以下のプロパティ定義を使用したカタログ アイテムは

サービス カタログに表示されますが、申請できません。

n コントロール タイプ：チェック ボックスまたはリンク。

n 属性：関係、正規表現、またはプロパティのレイアウト。

vRealize Automation 7.1 以降では、プロパティ定義でこれらの要素が使用されなくなりました。プロパティ定義を

再作成するか、組み込みのコントロール タイプまたは属性ではなく vRealize Orchestrator スクリプト アクションを

使用するようにプロパティ定義を設定する必要があります。詳細については、移行後にサービス カタログに表示され

るカタログ アイテムを申請できない を参照してください。

ソフトウェア エージェント パッチの適用

vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x から移行する前に、ソース アプライアンスにホット フィックスを適用し

て、ソフトウェア エージェントを TLS 1.2 にアップグレードできるようにする必要があります。
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トランスポート レイヤー セキュリティ (TLS) プロトコルは、ブラウザと vRealize Automation 間のデータの整合性

を確保します。このホット フィックスにより、移行元の環境のソフトウェア エージェントを TLS 1.2 にアップグレー

ドできます。このアップグレードでは最高レベルのセキュリティが確保され、vRealize Automation 7.1.x または 

7.3.x では必須です。各バージョンには独自のホット フィックスがあります。

前提条件

実行中の vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x 移行元 vRealize Automation 環境。

手順

u 移行を開始する前に、このホット フィックスを移行元の vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x アプライアン

スに適用します。詳細については、ナレッジベースの記事 KB52897 を参照してください。

次のステップ

vSphere エージェントでの DoDeletes 設定の False への変更。

vSphere エージェントでの DoDeletes 設定の False への変更

vRealize Automation 6.2.x 環境から移行する場合、移行前にターゲットの vSphere エージェントで DoDeletes 値
を true から false に変更する必要があります。

前提条件

移行の前提条件を完成させます。

手順

1 DoDeletes 値を false に変更します。

これにより、ソース環境から仮想マシンが削除されるのを回避します。ソース環境とターゲット環境は並行して

実行されます。本番環境での移行が検証された後、リースの不一致が発生する可能性があります。

2 本番環境での移行が検証され、ソース環境がシャットダウンされた後、DoDeletes 値を true に設定します。

次のステップ

vRealize Automation 仮想マシンの移行準備。

vRealize Automation 移行元環境のテンプレートの確認

vRealize Automation を移行する前に、すべてのテンプレートに少なくとも 4 MB の最小メモリ設定があることを確

認するために仮想マシン テンプレートをチェックする必要があります。

vRealize Automation 移行元環境にメモリが 4 MB 未満の仮想マシン テンプレートがあると、移行は失敗します。

移行元環境のブループリントに 4 MB 未満のメモリがあるかどうかを判断するには、この手順を完了します。

前提条件

vRealize Automation から 7.6 への移行

VMware, Inc. 19

https://kb.vmware.com/s/article/52897


手順

1 SQL Server データベースをホストしている Windows サーバにログインします。

2 SQL Server Management Studio を開き、vRA データベースに接続します。

3 次のスクリプトを実行して、すべてのブループリントで 4 MB 未満に指定されているメモリがあるかどうかを確

認します。

select VirtualMachineTemplate set MemoryMB = 4 where IsHidden = 0 and MemoryMB < 4;

vCAC はデータベース名です。

4 スクリプトで 4 MB 未満に指定されているメモリがあるブループリントが検出された場合は、次のスクリプトを

実行してメモリを 4 MB 以上に更新します。

update [vCAC].[dbo].[VirtualMachineTemplate] set MemoryMB = 4 where IsHidden = 0 and 

MemoryMB < 4;

vCAC はデータベース名です。

次のステップ

vRealize Automation 仮想マシンの移行準備.

vRealize Automation 仮想マシンの移行準備

vRealize Automation 6.2.x 仮想マシンの移行に関する既知の問題により、移行後に問題が発生する場合があります。

ナレッジベースの記事 KB000051531 を 移行前に参照して、関連する修正を環境で実行する必要があります。

次のステップ

移行に必要な情報の収集。

移行に必要な情報の収集

以下のテーブルを使用して、移行前の環境からターゲット環境への移行に必要な情報を記録します。

前提条件

移行の前提条件の検証を完了します。

n 最小環境に移行するための前提条件。

n 高可用性環境に移行するための前提条件。

vRealize Automation から 7.6 への移行
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例

表 5-1. ソース vRealize Automation アプライアンス

オプション 説明 値

ホスト名 ソース vRealize Automation アプライアンス管理にログイ

ンします。[システム] タブでホスト名を見つけます。ホスト

名は、完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使用する必要がありま

す。

root ユーザー名 root

root パスワード ソース vRealize Automation アプライアンスを展開したと

きに入力した root パスワード。

移行パッケージの場所 移行パッケージが作成された、移行元の vRealize 
Automation 6.2.x または 7.x アプライアンス上の既存のディ

レクトリへのパス。ディレクトリは、vRealize Automation 
データベースのサイズの 2 倍の容量が使用できる必要があり

ます。デフォルトの場所は、/storage です。

表 5-2. ターゲット vRealize Automation アプライアンス

オプション 説明 値

root ユーザー名 root

root パスワード ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開し

たときに入力した root パスワード。

デフォルトのテナント vsphere.local

管理者ユーザー名 管理者

管理者パスワード ターゲット vRealize Automation 環境を展開したときに入

力した administrator@vsphere.local ユーザーのパスワー

ド。

表 5-3. ターゲット IaaS データベース

オプション 説明 値

データベース サーバ クローン作成されたデータベースが配置される Microsoft 
SQL Server インスタンスの場所。名前付きインスタンスで

デフォルト以外のポートが使用されている場合は、

「SERVER,PORT\INSTANCE-NAME」という形式で指定しま

す。

クローン作成されたデータベー

ス名

移行のためにクローン作成されたソース vRealize 
Automation 6.2.x/7.x IaaS Microsoft SQL データベースの

名前。

認証モード Windows または SQL Server のいずれかを選択します。

[SQL Server] を選択する場合は、ログイン名とパスワードを

入力する必要があります。

ログイン名 クローン作成された IaaS Microsoft SQL データベースの 

db_owner ロールを持つ SQL Server ユーザーのログイン

名。

パスワード SQL Server ユーザーのパスワード。
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表 5-3. ターゲット IaaS データベース （続き）

オプション 説明 値

元の暗号化キー 移行前の環境から取得する元の暗号化キー。ソース vRealize 
Automation 環境からの暗号化キーの取得を参照してくださ

い。

新しいパスフレーズ 新しい暗号化キーを生成するために使用する一連の単語。こ

のパスフレーズは、ターゲット vRealize Automation 環境に

新しい IaaS コンポーネントをインストールするたびに使用し

ます。

次のステップ

ソース vRealize Automation 環境からの暗号化キーの取得。

ソース vRealize Automation 環境からの暗号化キーの取得

移行手順の一環として、ソース vRealize Automation 環境の暗号化キーを入力する必要があります。

前提条件

移行前の環境内のアクティブな Manager Service ホスト仮想マシンに対して、管理者権限があることを確認します。

手順

1 移行前の環境内のアクティブな Manager Service をホストする仮想マシン上で、管理者としてコマンド プロン

プトを開き、次のコマンドを実行します。

"C:\Program Files (x86)\VMware\vCAC\Server\ConfigTool\EncryptionKeyTool

\DynamicOps.Tools.EncryptionKeyTool.exe" key-read -c "C:\Program Files 

(x86)\VMware\vCAC\Server\ManagerService.exe.config" -v

インストール ディレクトリがデフォルトの場所 (C:\Program Files (x86)\VMware\vCAC) にない場合は、

パスを編集して、実際のインストール ディレクトリを表示します。

2 コマンドを実行して表示されるキーを保存します。

キーは次の例のような長い文字列です。

NRH+f/BlnCB6yvasLS3sxespgdkcFWAEuyV0g4lfryg=。

次のステップ

n vRealize Automation 6.2.x 環境から移行する場合は、 vRealize Automation の移行前の環境からターゲット

環境への各テナントの追加。

n vRealize Automation 7.x 環境から移行する場合は、ソース vRealize Automation 6.2.x 環境からテナントと 

IaaS 管理者のリスト作成。
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ソース vRealize Automation 6.2.x 環境からテナントと IaaS 管理者の

リスト作成

vRealize Automation 6.2.x 環境を移行する前に、テナントと各テナントの IaaS 管理者のリストを作成する必要があ

ります。

ソース vRealize Automation コンソールで、テナントごとに次の手順を実行します。

注：   vRealize Automation 7.x 環境から移行する場合は、この手順を実行する必要はありません。

前提条件

ソース vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、管理者としてソー

ス vRealize Automation コンソールにログインします。

注：   高可用性環境の場合は、ソース仮想アプライアンスのロード バランサの完全修飾ドメイン名 (https://vra-va-
lb-hostname.domain.name/vcac) を使用して、コンソールを開きます。

手順

1 [管理] - [テナント] を選択します。

2 テナント名をクリックします。

3 [管理者] をクリックします。

4 各テナントと IaaS 管理者のユーザー名のリストを作成します。

5 [キャンセル] をクリックします。

次のステップ

vRealize Automation の移行前の環境からターゲット環境への各テナントの追加。

vRealize Automation の移行前の環境からターゲット環境への各テナ

ントの追加

ターゲット環境にテナントを追加するには、移行前の環境での各テナントの名前を使用する必要があります。

移行が正常に実行されるためには、移行前の環境の各テナントがターゲット環境に作成されることが必要です。また、

移行前の環境のテナント URL 名を使用して追加する各テナントに、固有のアクセス URL を使用することも必要です。

移行前の環境に未使用のテナントがあり、それを移行しない場合は、移行する前に移行元の環境から削除します。

注：   移行の検証により、少なくとも、前提条件の要求どおりに移行元で設定されているのと同じだけのテナントが、

移行先のシステムにあることが確認されます。テナント名ではなくテナント URL 名に基づいて、大文字と小文字を区

別してテナントが比較されます。

移行前の環境の各テナントに対してこの手順を実行します。

n vRealize Automation 6.2.x 環境から移行する場合は、移行前の環境からターゲット環境の VMware Identity 
Manager に既存の SSO2 テナントおよび ID ストアを移行します。
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n vRealize Automation 7.x 環境から移行する場合は、移行前の環境からターゲット環境の VMware Identity 
Manager に既存の VMware Identity Manager テナントおよび ID ストアを移行します。

前提条件

n 移行に必要な情報の収集。

n ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、管理者と

してターゲット vRealize Automation コンソールにログインします。

注：   高可用性環境の場合は、ターゲット仮想アプライアンス ロード バランサの完全修飾ドメイン名 https://
vra-va-lb-hostname.domain.name/vcac を使用してコンソールを開きます。

手順

1 [管理] - [テナント] を選択します。

2 [新規] アイコン（ ）をクリックします。

3 [名前] テキスト ボックスに、移行前の環境のテナント名と一致するテナント名を入力します。

たとえば、移行前の環境のテナント名が DEVTenant の場合は、DEVTenant と入力します。

4 （オプション） [説明] テキスト ボックスに説明を入力します。

5 [URL 名] テキスト ボックスに、移行前の環境のテナント URL 名と一致するテナント URL 名を入力します。

この URL 名は、vRealize Automation コンソール URL の末尾にテナント固有の識別子を追加するときに使用し

ます。

たとえば、移行前の環境の DEVTenant の URL 名が dev の場合は、dev と入力して https://vra-va-
hostname.domain.name/vcac/org/dev という URL を作成します。

6 （オプション） 電子メール アドレスを [連絡先電子メール] テキスト ボックスに入力します。

7 [送信して次へ] をクリックします。

次のステップ

追加された各テナントの管理者の作成。

追加された各テナントの管理者の作成

ターゲット環境に追加したテナントごとに、管理者を作成する必要があります。管理者を作成するには、ローカル ユ
ーザー アカウントを作成し、そのアカウントにテナント管理者権限を割り当てます。

ターゲット環境の各テナントに対してこの手順を実行します。

前提条件

n vRealize Automation の移行前の環境からターゲット環境への各テナントの追加。
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n ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、管理者と

してターゲット vRealize Automation コンソールにログインします。

注：   高可用性環境の場合は、ターゲット仮想アプライアンス ロード バランサの完全修飾ドメイン名 https://
vra-va-lb-hostname.domain.name/vcac を使用してコンソールを開きます。

手順

1 [管理] - [テナント] を選択します。

2 追加したテナントをクリックします。

たとえば、DEVTenant の場合は、[DEVTenant] をクリックします。

3 [ローカル ユーザー] をクリックします。

4 [新規] アイコン（ ）をクリックします。

5 [ユーザー詳細] で、必要な情報を入力して、テナント管理者ロールを割り当てるローカル ユーザー アカウントを

作成します。

ローカル ユーザー名は、デフォルトのローカル ディレクトリ (vsphere.local) で一意である必要があります。

6 [OK] をクリックします。

7 [管理者] をクリックします。

8 [テナント管理者] 検索ボックスにローカル ユーザー名を入力し、Enter を押します。

9 検索の結果から適切な名前をクリックして、テナント管理者のリストにユーザーを追加します。

10 [完了] をクリックします。

11 コンソールからログアウトします。

次のステップ

n 最小インストールの場合：最小環境への移行前に Active Directory リンクのユーザーとグループを同期する

n 高可用性展開の場合：高可用性環境への移行前に Active Directory リンクのユーザーとグループを同期する

最小環境への移行前に Active Directory リンクのユーザーとグループ

を同期する

vRealize Automation の最小インストールにユーザーおよびグループをインポートするには、移行先の vRealize 
Automation を Active Directory リンクに接続する必要があります。

テナントごとに次の手順を実行します。テナントに複数の Active Directory がある場合は、テナントが使用する 

Active Directory ごとにこの手順を実行します。

前提条件

n 追加された各テナントの管理者の作成。

n Active Directory へのアクセス権限があることを確認します。
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n テナント管理者として vRealize Automation にログインします。

手順

1 [管理] - [ディレクトリ管理] - [ディレクトリ] の順に選択します。

2 [ディレクトリを追加] アイコン ( ) をクリックし、[Active Directory over LDAP/IWA の追加] を選択します。

3 Active Directory のアカウント設定を入力します。

u ネイティブ以外の Active Directory 用

オプション 入力例

ディレクトリ名 一意のディレクトリ名を入力します。

ネイティブ以外の Active Directory を使用する場合は、[LDAP 経由の Active Directory] を
選択します。

このディレクトリは DNS サービス ロケーシ

ョンをサポートします

このオプションは選択解除します。

ベース DN ディレクトリ サーバ検索の先頭に識別名 (DN) を入力します。

たとえば、[cn=users,dc=rainpole,dc=local] と入力します。

バインド DN 共通名 (CN) など、ユーザーを検索する権限がある Active Directory ユーザー アカウントの

完全識別名 (DN) を入力します。

たとえば、[cn=config_admin infra,cn=users,dc=rainpole,dc=local] と入力します。

バインド DN パスワード ユーザーを検索できるアカウントの Active Directory パスワードを入力し、[接続をテスト] を
クリックして構成したディレクトリへの接続をテストします。

 
u ネイティブの Active Directory 用

オプション 入力例

ディレクトリ名 一意のディレクトリ名を入力します。

ネイティブの Active Directory を使用する場合は、[Active Directory（統合 Windows 認
証）] を選択します。

ドメイン名 参加するドメインの名前を入力します。

ドメイン管理者ユーザー名 ドメイン管理者のユーザー名を入力します。

ドメイン管理者パスワード ドメイン管理者のパスワードを入力します。

バインド ユーザー UPN メール アドレス形式を使用して、ドメインで認証できるユーザーの名前を入力します。

バインド DN パスワード ユーザーを検索できるアカウントの Active Directory バインド アカウント パスワードを入

力します。

 
4 [保存して次へ] をクリックします。

[ドメインの選択] にドメインのリストが表示されます。

5 デフォルトのドメイン設定を受け入れ、[次へ] をクリックします。

6 属性名が適切な Active Directory 属性にマップされていることを確認し、[次へ] をクリックします。
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7 同期するグループおよびユーザーを選択します。

a [新規] アイコン ( ) をクリックします。

b ユーザー ドメインを入力し、[グループの検索] をクリックします。

たとえば、dc=vcac,dc=local と入力します。

c 同期するグループを選択するには、[選択] をクリックし、[次へ] をクリックします。

d [ユーザーの選択] で、同期するユーザーを選択し、[次へ] をクリックします。

vRealize Automation の使用を必要とするユーザーおよびグループのみを追加します。[ネストされたグル

ープの同期] は、ネスト内のすべてのグループが vRealize Automation の使用を必要とする場合以外には、

選択しないでください。

8 ディレクトリと同期しているユーザーおよびグループを確認し、[ディレクトリの同期] をクリックします。

ディレクトリの同期には少し時間がかかりますが、バックグラウンドで実行されます。

次のステップ

ソース vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ収集の実行

高可用性環境への移行前に Active Directory リンクのユーザーとグル

ープを同期する

高可用性の vRealize Automation 環境にユーザーおよびグループをインポートするには、Active Directory リンク

に接続する必要があります。

n 各テナントに対して手順 1 ～ 8 を実行します。テナントに複数の Active Directory がある場合は、テナントが

使用する Active Directory ごとにこの手順を実行します。

n テナントに関連付けられている ID プロバイダごとに、手順 9 と 10 を繰り返します。

前提条件

n 追加された各テナントの管理者の作成。

n Active Directory へのアクセス権限があることを確認します。

n テナント管理者として vRealize Automation にログインします。

手順

1 [管理] - [ディレクトリ管理] - [ディレクトリ] の順に選択します。

2 [ディレクトリを追加] アイコン ( ) をクリックし、[Active Directory over LDAP/IWA の追加] を選択します。
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3 Active Directory のアカウント設定を入力します。

u ネイティブ以外の Active Directory 用

オプション 入力例

ディレクトリ名 一意のディレクトリ名を入力します。

ネイティブ以外の Active Directory を使用する場合は、[LDAP 経由の Active Directory] を
選択します。

このディレクトリは DNS サービス ロケーシ

ョンをサポートします

このオプションは選択解除します。

ベース DN ディレクトリ サーバ検索の先頭に識別名 (DN) を入力します。

たとえば、[cn=users,dc=rainpole,dc=local] と入力します。

バインド DN 共通名 (CN) など、ユーザーを検索する権限がある Active Directory ユーザー アカウントの

完全識別名 (DN) を入力します。

たとえば、[cn=config_admin infra,cn=users,dc=rainpole,dc=local] と入力します。

バインド DN パスワード ユーザーを検索できるアカウントの Active Directory パスワードを入力し、[接続をテスト] を
クリックして構成したディレクトリへの接続をテストします。

 
u ネイティブの Active Directory 用

オプション 入力例

ディレクトリ名 一意のディレクトリ名を入力します。

ネイティブの Active Directory を使用する場合は、[Active Directory（統合 Windows 認
証）] を選択します。

ドメイン名 参加するドメインの名前を入力します。

ドメイン管理者ユーザー名 ドメイン管理者のユーザー名を入力します。

ドメイン管理者パスワード ドメイン管理者アカウントのパスワードを入力します。

バインド ユーザー UPN メール アドレス形式を使用して、ドメインで認証できるユーザーの名前を入力します。

バインド DN パスワード ユーザーを検索できるアカウントの Active Directory バインド アカウント パスワードを入

力します。

 
4 [保存して次へ] をクリックします。

[ドメインの選択] ページにドメインのリストが表示されます。

5 デフォルトのドメイン設定を受け入れ、[次へ] をクリックします。

6 属性名が適切な Active Directory 属性にマップされていることを確認し、[次へ] をクリックします。

7 同期するグループおよびユーザーを選択します。

a [新規] アイコン ( ) をクリックします。

b ユーザー ドメインを入力し、[グループの検索] をクリックします。

たとえば、dc=vcac,dc=local と入力します。
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c 同期するグループを選択するには、[選択] をクリックし、[次へ] をクリックします。

d [ユーザーの選択] ページで、同期するユーザーを選択し、[次へ] をクリックします。

vRealize Automation の使用を必要とするユーザーおよびグループのみを追加します。[ネストされたグル

ープの同期] は、ネスト内のすべてのグループが vRealize Automation の使用を必要とする場合以外には、

選択しないでください。

8 ディレクトリと同期しているユーザーおよびグループを確認し、[ディレクトリの同期] をクリックします。

ディレクトリの同期には少し時間がかかりますが、バックグラウンドで実行されます。

9 [管理] - [ディレクトリ管理] - [ID プロバイダ] の順に選択して、新しい ID プロバイダをクリックします。

たとえば、[WorkspaceIDP__1] をクリックします。

10 選択した ID プロバイダのページで各ノードのコネクタを追加します。

a [コネクタの追加] については説明に従ってください。

b vRealize Automation ロード バランサの完全修飾ドメイン名 (FQDN) をポイントするように [IdP ホスト

名] プロパティの値を更新します。

c [保存] をクリックします。

次のステップ

ソース vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ収集の実行。

ソース vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよびセキ

ュリティ インベントリ データ収集の実行

移行の前に、ソース vRealize Automation 環境で NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ収集

を実行する必要があります。

このデータ収集は、7.1.x 以降からの移行後に、vRealize Automation でロード バランサの再構成アクションを行う

ために必要です。

注：   vRealize Automation 6.2.x から移行する場合は、ソース環境でこのデータ収集を実行する必要はありません。

vRealize Automation 6.2.x では、ロード バランサの再構成アクションをサポートしていません。

手順

u vRealize Automation を移行する前に、ソース vRealize Automation 環境で NSX ネットワークおよびセキュ

リティ インベントリ データ収集を実行します。vRealize Automation 製品のドキュメントの PDF セクション

にある『手動によるエンドポイント データ収集の開始 vRealize Automation の管理』を参照してください。

次のステップ

ソース vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの手動によるクローン作成。
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ソース vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの手動

によるクローン作成

移行の前に、vRealize Automation 移行前の環境の IaaS Microsoft SQL データベースをバックアップし、それを 

vRealize Automation ターゲット環境に作成した新しい空のデータベースにリストアする必要があります。

前提条件

n ソース vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ収集の実

行。

n SQL Server データベースのバックアップとリストアに関する情報を取得します。SQL Server データベースの

完全バックアップの作成および SQL Server データベースの新しい場所へのリストアに関する Microsoft 
Developer Network の記事を参照してください。

手順

u ソースの vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースのフル バックアップを作成します。このバ

ックアップを使用して、ターゲット環境に作成した新しい空のデータベースに SQL データベースをリストアしま

す。

次のステップ

ターゲット vRealize Automation 環境のスナップショット作成。

ターゲット vRealize Automation 環境のスナップショット作成

各 vRealize Automation ターゲット仮想マシンのスナップショットを作成します。移行に失敗した場合は、仮想マ

シンのスナップショットを使用して再び移行できます。

詳細については、vSphere のドキュメントを参照してください。

前提条件

ソース vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの手動によるクローン作成.

次のステップ

次のいずれかの手順を実行します。

n vRealize Automation 最小環境への vRealize Automation ソース データの移行。

n vRealize Automation 高可用性環境への vRealize Automation ソース データの移行。

Postgres データベース クリーンアップ

アップグレードまたは移行のために Postgres データベースを準備するには、データベースのクリーンアップを実行

します。
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ログやテレメトリ バンドルを格納する pg_largeobject テーブル内の大きいオブジェクトやアプリケーション オブ

ジェクトが原因で、アップグレードまたは移行が遅延または停止することがあります。アップグレードまたは移行を

試みる前に、vacuum データベースのクリーンアップを実行して Postgres データベースを準備できます。

注：   サービスの実行中は、データベースのクリーンアップを実行できません。

手順

1 まず、VAMI の [クラスタ] ページから Postgres データベース ダンプを作成するか、マスター仮想アプライアン

スのスナップショットをバックアップまたは作成して、アプライアンスをバックアップします。

2 vRA VAMI から、同期から非同期にレプリケーションを切り替えます。

3 マスター vRA (su - postrgres) 上の Postgres ユーザーとして、データベースで vacuum を実行してログ エン

トリを削除します。

su - postgres -c "/opt/vmware/vpostgres/current/bin/vacuumlo -v -p 5432 vcac"

su - postgres -c "/opt/vmware/vpostgres/current/bin/vacuumdb -f -p 5432 -t pg_largeobject 

-t pg_largeobject_metadata vcac"

4 データベース領域を再要求するには、vacuum full コマンドを使用します。

psql -d vcac

vacuum full

vacuum analyze
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移行手順 6
ソース vRealize Automation 環境のデータを移行するために実行する手順は、最小環境と高可用性環境のどちらに

移行するかによって異なります。

この章には、次のトピックが含まれています。

n vRealize Automation 最小環境への vRealize Automation ソース データの移行

n vRealize Automation 高可用性環境への vRealize Automation ソース データの移行

vRealize Automation 最小環境への vRealize Automation ソース デ
ータの移行

現在の vRealize Automation 環境のデータを vRealize Automation の新しいリリースに移行することができます。

ソース システムのすべてのテナントは、ターゲットで再作成し、「ID ストアの移行」手順を実行する必要がありま

す。

前提条件

n 移行に必要な情報の収集。

n ソース vRealize Automation 環境からの暗号化キーの取得。

n vRealize Automation の移行前の環境からターゲット環境への各テナントの追加。

n 追加された各テナントの管理者の作成。

n 最小環境への移行前に Active Directory リンクのユーザーとグループを同期する。

n ソース vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの手動によるクローン作成。

n ターゲット vRealize Automation 環境のスナップショット作成。

n ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、root とし

てターゲット vRealize Automation アプライアンス管理にログインします。

手順

1 [移行] を選択します。
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2 ソース vRealize Automation アプライアンスの情報を入力します。

オプション 説明

ホスト名 ソース vRealize Automation アプライアンスのホスト名。

root ユーザー名 root

root パスワード vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力した root パスワード。

移行パッケージの場所 移行パッケージが作成された、移行元の vRealize Automation アプライアンス上の既存のデ

ィレクトリへのパス。

 
3 ターゲット vRealize Automation アプライアンスの情報を入力します。

オプション 説明

root ユーザー名 root

root パスワード ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力した root パスワー

ド。

デフォルトのテナント vsphere.local

このフィールドを変更することはできません。

管理者ユーザー名 管理者

このフィールドを変更することはできません。

管理者パスワード ターゲット vRealize Automation 環境を展開したときに入力した 

administrator@vsphere.local ユーザーのパスワード。

 
4 ターゲット IaaS データベース サーバの情報を入力します。

オプション 説明

データベース サーバ リストアされた vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースが配置されている 

Microsoft SQL Server の場所。名前付きインスタンスとデフォルト以外のポートが使用され

ている場合は、「SERVER,PORT\INSTANCE-NAME」という形式で入力します。AlwaysOn 
可用性グループ (AAG) 機能を使用するように、移行先の Microsoft SQL Server を構成する場

合は、ポートやインスタンス名を使用せずに、AAG リスナーの名前として移行先の SQL 
Server を入力します。

クローン作成されたデータベース名 ソースでバックアップを作成し、ターゲット環境でリストアしたソース vRealize 
AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの名前。

認証モード n [Windows]

Windows 認証モードを使用する場合、IaaS サービスのユーザーには、SQL Server の 

db_owner ロールを指定する必要があります。SQL Server 認証モードを使用する場合

も同じ権限が適用されます。

n [SQL Server]

[SQL Server] の場合は、[ログイン名] テキスト ボックスおよび [パスワード] テキスト ボ
ックスが開きます。

ログイン名 クローン作成された IaaS Microsoft SQL データベースで db_owner ロールを持つ SQL 
Server ユーザーのログイン名。

パスワード クローン作成された IaaS Microsoft SQL データベースで db_owner ロールを持つ SQL 
Server ユーザーのパスワード。
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オプション 説明

元の暗号化キー 移行前の環境から取得する元の暗号化キー。ソース vRealize Automation 環境からの暗号化

キーの取得を参照してください。

新しいパスフレーズ 新しい暗号化キーを生成するために使用する一連の単語。このパスフレーズは、ターゲット 

vRealize Automation 環境に新しい IaaS コンポーネントをインストールするたびに使用し

ます。

 
5 [検証] をクリックします。

ページに検証の進行状況が表示されます。

n アイテムが検証に失敗した場合は、エラー メッセージと IaaS ノードの検証ログ ファイルを検査します。ロ

グ ファイルの場所については、移行ログの場所を参照してください。[設定の編集] をクリックし、問題のア

イテムを編集します。

6 [移行] をクリックします。

ページに移行の進行状況が表示されます。

n 移行が正常に完了した場合は、このページにすべての移行タスクが完了と表示されます。

n 移行が失敗した場合は、仮想アプライアンスと IaaS ノードで移行ログ ファイルを検査します。ログ ファイ

ルの場所については、移行ログの場所を参照してください。

移行を再開する前に、次の手順を完了します。

a ターゲット vRealize Automation 環境を、移行前にスナップショットを作成したときにキャプチャした状

態に戻します。

b ソース IaaS データベースのバックアップを使用して、ターゲット IaaS Microsoft SQL データベースを復旧

します。

次のステップ

7 章 移行後のタスク。

vRealize Automation 高可用性環境への vRealize Automation ソー

ス データの移行

高可用性環境として構成された vRealize Automation の新しいリリースに、現在の vRealize Automation 環境のデ

ータを移行できます。

ソース システムのすべてのテナントは、ターゲットで再作成し、「ID ストアの移行」手順を実行する必要がありま

す。

前提条件

n 移行に必要な情報の収集。

n ソース vRealize Automation 環境からの暗号化キーの取得。

n vRealize Automation の移行前の環境からターゲット環境への各テナントの追加。
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n 追加された各テナントの管理者の作成。

n 高可用性環境への移行前に Active Directory リンクのユーザーとグループを同期する。

n ソース vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの手動によるクローン作成。

n ターゲット vRealize Automation 環境のスナップショット作成。

n ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、root とし

てターゲット vRealize Automation アプライアンス管理にログインします。

手順

1 [移行] を選択します。

2 ソース vRealize Automation アプライアンス の情報を入力します。

オプション 説明

ホスト名 ソース vRealize Automation アプライアンスのホスト名。

root ユーザー名 root

root パスワード ソース vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力した root パスワード。

 
3 移行元 vRealize Automation アプライアンス上の移行パッケージの場所を入力します。

オプション 説明

移行パッケージの場所 移行パッケージが作成された、移行元の vRealize Automation アプライアンス上の既存のデ

ィレクトリへのパス。

 
4 ターゲット vRealize Automation アプライアンスの情報を入力します。

オプション 説明

root ユーザー名 root

root パスワード ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力した root パスワー

ド。

デフォルトのテナント vsphere.local

管理者ユーザー名 管理者

管理者パスワード ターゲット vRealize Automation 環境を展開したときに入力した 

administrator@vsphere.local ユーザーのパスワード。

 

vRealize Automation から 7.6 への移行

VMware, Inc. 35



5 ターゲット IaaS データベース サーバの情報を入力します。

オプション 説明

データベース サーバ リストアされた vRealize AutomationIaaS Microsoft SQL データベースが配置されている 

Microsoft SQL Server インスタンスの場所。名前付きインスタンスとデフォルト以外のポー

トが使用されている場合は、「SERVER,PORT\INSTANCE-NAME」という形式で入力します。

AlwaysOn 可用性グループ (AAG) 機能を使用するように、移行先の Microsoft SQL Server 
を構成する場合は、ポートやインスタンス名を使用せずに、AAG リスナーの名前として移行先

の SQL Server を入力します。

クローン作成されたデータベース名 ソースでバックアップを作成し、ターゲット環境でリストアしたソース vRealize 
AutomationIaaS Microsoft SQL データベースの名前。

認証モード n [Windows]

Windows 認証モードを使用する場合、IaaS サービスのユーザーには、SQL Server の 

db_owner ロールを指定する必要があります。SQL Server 認証モードを使用する場合

も同じ権限が適用されます。

n [SQL Server]

[SQL Server] の場合は、[ログイン名] テキスト ボックスおよび [パスワード] テキスト ボ
ックスが開きます。

ログイン名 クローン作成された IaaS Microsoft SQL データベースで db_owner ロールを持つ SQL 
Server ユーザーのログイン名。

パスワード クローン作成された IaaS Microsoft SQL データベースで db_owner ロールを持つ SQL 
Server ユーザーのパスワード。

元の暗号化キー 移行前の環境から取得する元の暗号化キー。ソース vRealize Automation 環境からの暗号化

キーの取得を参照してください。

新しいパスフレーズ 新しい暗号化キーを生成するために使用する一連の単語。このパスフレーズは、ターゲット 

vRealize Automation 環境に新しい IaaS コンポーネントをインストールするたびに使用し

ます。

 
6 [検証] をクリックします。

ページに検証の進行状況が表示されます。

n アイテムが検証に失敗した場合は、エラー メッセージと IaaS ノードの検証ログ ファイルを検査します。ロ

グ ファイルの場所については、移行ログの場所を参照してください。[設定の編集] をクリックし、問題のア

イテムを編集します。

7 [移行] をクリックします。

ページに移行の進行状況が表示されます。

n 移行が正常に完了した場合は、このページにすべての移行タスクが完了と表示されます。

n 移行が失敗した場合は、仮想アプライアンスと IaaS ノードで移行ログ ファイルを検査します。ログ ファイ

ルの場所については、移行ログの場所を参照してください。

移行を再開する前に、次の手順を完了します。

a ターゲット vRealize Automation 環境を、移行前にスナップショットを作成したときにキャプチャした状

態に戻します。
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b ソース IaaS データベースのバックアップを使用して、ターゲット IaaS Microsoft SQL データベースを復旧

します。

次のステップ

7 章 移行後のタスク。
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移行後のタスク 7
vRealize Automation を移行した後、状況に応じて移行後のタスクを実行します。

注：   ID ストアを移行後、 vRealize Code Stream のユーザーは手動で vRealize Code Stream ロールを再割り当て

する必要があります。

この章には、次のトピックが含まれています。

n vRealize Automation タイム ゾーンを変更しない

n ソース vRealize Automation 6.2.x 環境からのテナントと IaaS 管理者の追加

n 接続テストの実行と移行後のエンドポイントの確認

n ターゲット vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ収集の

実行

n 移行後のロード バランサを高可用性環境に再構成する

n ターゲット vRealize Automation への外部 vRealize Orchestrator サーバの移行 

n ターゲットの vRealize Orchestrator の vRealize Automation エンドポイントの再構成

n ターゲットの vRealize Orchestrator の vRealize Automation インフラストラクチャ エンドポイントの再構成

n vRealize Orchestrator カスタマイズのインストール

n ターゲット vRealize Automation に組み込まれた vRealize Orchestrator インフラストラクチャ エンドポイン

トの再構成

n ターゲット vRealize Automation 環境の Microsoft Azure エンドポイントの再構成

n vRealize Automation 6.2.x Automation Application Services の移行

n 元のターゲット vRealize Automation IaaS Microsoft SQL データベースの削除

n 移行後にデータセンターの [場所] メニューの内容を更新する

n ソフトウェア エージェントの TLS 1.2 へのアップグレード

n 6.2.5 からの移行後のプロパティ ディクショナリ設定の変更

n ターゲット vRealize Automation 環境の検証
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vRealize Automation タイム ゾーンを変更しない

vRealize Automation アプライアンス管理インターフェイスにはタイム ゾーンを変更するオプションが提供されて

いますが、vRealize Automation のタイム ゾーンは常に Etc/UTC に設定しておきます。

設定しないようにする必要がある vRealize Automation アプライアンス管理インターフェイス オプションは、[シス

テム] - [タイム ゾーン] にあります。

ソース vRealize Automation 6.2.x 環境からのテナントと IaaS 管理者

の追加

移行後、各テナントの vRealize Automation 6.2.x テナント管理者を削除し、復旧する必要があります。

ターゲット vRealize Automation コンソールの各テナントで、次の手順を実行します。

注：   vRealize Automation 7.x 環境から移行する場合は、この手順を実行する必要はありません。

前提条件

n vRealize Automation の最新バージョンへの正常な移行。

n ターゲット vRealize Automation アプライアンスを展開したときに入力したパスワードを使用して、管理者と

してターゲット vRealize Automation コンソールにログインします。

手順

1 [管理] - [テナント] を選択します。

2 テナント名をクリックします。

3 [管理者] をクリックします。

4 各テナント管理者名とユーザー名のリストを作成します。

5 すべての管理者を削除するまで、各管理者をポイントして削除アイコン（[削除]）をクリックします。

6 [完了] をクリックします。

7 [テナント] ページで、テナント名をもう一度クリックします。

8 [管理者] をクリックします。

9 適切な検索ボックスに削除した各ユーザーの名前を入力し、Enter キーを押します。

10 検索結果から該当するユーザー名をクリックして、そのユーザーを管理者として追加して戻します。

完了すると、テナント管理者のリストは、削除した管理者のリストと同じになります。

11 [完了] をクリックします。

接続テストの実行と移行後のエンドポイントの確認

vRealize Automation を移行すると、ターゲット vRealize Automation 環境のエンドポイントに変更が加えられま

す。
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vRealize Automation の移行後には、該当するすべてのエンドポイントに対して [接続をテスト] アクションを実行

する必要があります。また、移行後の一部のエンドポイントで調整が必要になる場合があります。詳細については、

『vRealize Automation の構成』の「アップグレードまたは移行後のエンドポイントを使用する場合の考慮事項」を

参照してください。

アップグレードまたは移行されたエンドポイントのデフォルトのセキュリティ設定では、信頼されていない証明書を

受け入れません。

信頼されていない証明書を使用していた場合、以前の vRealize Automation インストール環境からアップグレード

または移行した後、vSphere と NSX のすべてのエンドポイントに対して、次の手順を実行して証明書の検証を有効

にする必要があります。そうしないと、エンドポイントの操作が証明書のエラーで失敗します。詳細については、

VMware ナレッジベースの記事「Endpoint communication is broken after upgrade to vRA 7.3 (KB2150230)」
(http://kb.vmware.com/kb/2150230) および「How to download and install vCenter Server root certificates 
to avoid Web Browser certificate warnings (KB2108294)」(http://kb.vmware.com/kb/2108294) を参照してく

ださい。

1 アップグレード後または移行後に、vRealize AutomationvSphere エージェント マシンにログインし、[サービ

ス] タブを使用して vSphere エージェントを再起動します。

移行ではすべてのエージェントが再起動されない場合があるため、必要に応じて手動で再起動します。

2 少なくとも 1 つの ping レポートが終了するのを待ちます。ping レポートの完了には 1、2 分かかります。

3 vSphere エージェントがデータ収集を開始したら、IaaS 管理者として vRealize Automation にログインしま

す。

4 [インフラストラクチャ] - [エンドポイント] - [エンドポイント] の順にクリックします。

5 vSphere エンドポイントを編集し、[接続をテスト] をクリックします。

6 証明書のプロンプトが表示されたら、[OK] をクリックして証明書を受け入れます。

証明書のプロンプトが表示されない場合、証明書が現在、プロキシ エージェント マシンや DEM マシンなどのエ

ンドポイントのサービスをホストする Windows マシンの信頼されたルート認証局に正しく保存されていない

可能性があります。

7 証明書の承認を適用してエンドポイントを保存するには、[OK] をクリックします。

8 vSphere エンドポイントごとにこの手順を繰り返します。

9 NSX エンドポイントごとにこの手順を繰り返します。

10 [[インフラストラクチャ] > [コンピュート リソース]] に移動し、[vCenter Server コンピュート] リソースを右ク

リックして [データ収集] を実行します。

[接続をテスト] 操作は成功したものの、一部のデータ収集やプロビジョニング操作が失敗した場合、エンドポイント

として機能するすべてのエージェント マシンとすべての DEM マシンに同じ証明書をインストールできます。また

は、既存のマシンから証明書をアンインストールして、問題のあるエンドポイントに対して上記の手順を繰り返しま

す。
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ターゲット vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよび

セキュリティ インベントリ データ収集の実行

移行の後は、ターゲット vRealize Automation 環境で NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ

収集を実行する必要があります。

このデータ収集は、移行後にターゲット vRealize Automation 環境でロード バランサの再構成アクションを行うた

めに必要です。

注：   このデータ収集は、vRealize Automation 6.2.x から移行した場合は、実行する必要はありません。

前提条件

n ソース vRealize Automation 環境での NSX ネットワークおよびセキュリティ インベントリ データ収集の実

行.

n ターゲット vRealize Automation 環境に正常に移行している

。

手順

u vRealize Automation に移行する前に、ターゲットの vRealize Automation 環境で NSX ネットワークとセキ

ュリティ インベントリのデータ収集を実行します。『vRealize Automation の管理』の「手動によるエンドポイ

ント データ収集の開始」を参照してください。

移行後のロード バランサを高可用性環境に再構成する

高可用性環境に移行する場合、移行の完了後に各ロード バランサに対して次のタスクを実行する必要があります。

前提条件

vRealize Automation 高可用性環境への vRealize Automation ソース データの移行.

手順

1 次の項目についてロード バランサを構成することで、健全性チェック設定を元に戻し、レプリカ ノードが受信

トラフィックを受け入れられるようにします。

n vRealize Automation アプライアンス

n Model Manager をホストする IaaS Web サーバ

n Manager Service

2 ロード バランサのタイムアウト設定を変更してデフォルトに戻します。
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ターゲット vRealize Automation への外部 vRealize Orchestrator サ
ーバの移行

既存の外部 vRealize Orchestrator サーバは、vRealize Automation に組み込まれている vRealize Orchestrator の
インスタンスに移行することができます。

前提条件

vRealize Automation のターゲット バージョンへの正常な移行。

詳細については、vRealize Orchestrator 製品のドキュメントにある『外部 Orchestrator サーバから vRealize 
Automation への移行』を参照してください。

ターゲットの vRealize Orchestrator の vRealize Automation エンド

ポイントの再構成

次の手順を使用して、組み込みのターゲット vRealize Orchestrator の vRealize Automation エンドポイントを再

構成します。

前提条件

n vRealize Automation の最新バージョンへの正常な移行。

n vRealize Orchestrator クライアントを使用して、ターゲットの vRealize Orchestrator に接続します。詳細に

ついては、vRealize Orchestrator のドキュメントで、「VMware vRealize Orchestrator クライアントの使用」

を参照してください。

手順

1 上部のドロップダウン メニューから [設計] を選択します。

2 [インベントリ] をクリックします。

3 [vRealize Automation] を展開します。
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4 最小環境から移行した場合は、移行元 vRealize Automation アプライアンス ホストの完全修飾ドメイン名 

(FQDN) を含むエンドポイントを識別します。高可用性環境から移行した場合は、移行元アプライアンスのロー

ド バランサの FQDN を含むエンドポイントを識別します。

FQDN を含むエンドポイントを検索する場合は、次の手順を実行します。

FQDN を含むエンドポイントが見つからない場合は、次の手順を実行し

ます。

1 [ワークフロー] をクリックします。

2 展開ボタンをクリックし、[ライブラリ] - [vRealize Automation] - 
[構成] の順に選択します。

3 次のいずれかを実行します。

n 最小環境から移行した場合は、移行元 vRealize Automation ア
プライアンス ホストの FQDN を含むすべてのエンドポイント

で [vRA ホストの削除] ワークフローを実行します。

n 高可用性環境から移行した場合は、移行元アプライアンスのロー

ド バランサの FQDN を含むすべてのエンドポイントで [vRA 
ホストの削除] ワークフローを実行します。

1 [リソース] をクリックします。

2 上部のツールバーの更新アイコンをクリックします。

3 展開ボタンをクリックし、[ライブラリ] - [vCACCAFE] - [構成] の順

に選択します。

4 次のいずれかを実行します。

n 最小環境から移行した場合、移行元 vRealize Automation アプ

ライアンス ホストの FQDN を含む URL プロパティを持つ各リ

ソースを削除します。

n 高可用性環境から移行した場合は、移行元 vRealize 
Automation アプライアンスのロード バランサの FQDN を含

む URL プロパティを持つ各リソースを削除します。

5 [ワークフロー] をクリックします。

6 展開ボタンをクリックし、[ライブラリ] - [vRealize Automation] - [構成] の順に選択します。

7 ターゲットの vRealize Automation のアプライアンス ホスト（高可用性展開から移行した場合は、ロード バラ

ンシングされたホスト）を追加するには、[コンポーネント レジストリを使用して vRA ホストを追加] ワークフ

ローを実行します。

ターゲットの vRealize Orchestrator の vRealize Automation インフ

ラストラクチャ エンドポイントの再構成

次の手順を使用して、組み込みのターゲット vRealize Orchestrator の vRealize Automation インフラストラクチ

ャ エンドポイントを再構成します。

前提条件

n vRealize Automation の最新バージョンへの正常な移行。

n vRealize Orchestrator クライアントを使用して、ターゲットの vRealize Orchestrator に接続します。詳細に

ついては、vRealize Orchestrator のドキュメントで、「VMware vRealize Orchestrator クライアントの使用」

を参照してください。

手順

1 上部のドロップダウン メニューから [設計] を選択します。

2 [インベントリ] をクリックします。

3 [vRealize Automation Infrastructure] を展開します。
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4 最小環境から移行した場合は、移行元 vRealize Automation インフラストラクチャ ホストの完全修飾ドメイン

名 (FQDN) を含むエンドポイントを識別します。高可用性環境から移行した場合は、移行元アプライアンスのロ

ード バランサの FQDN を含むエンドポイントを識別します。

FQDN を含むエンドポイントを検索する場合は、次の手順を実行します。

FQDN を含むエンドポイントが見つからない場合は、次の手順を実行し

ます。

1 [ワークフロー] をクリックします。

2 展開ボタンをクリックし、[ライブラリ] - [vRealize Automation] - 
[インフラストラクチャ管理] - [構成] の順に選択します。

3 次のいずれかを実行します。

n 最小環境から移行した場合は、移行元 vRealize Automation イ
ンフラストラクチャ ホストの FQDN を含むすべてのエンドポ

イントで [IaaS ホストの削除] ワークフローを実行します。

n 高可用性環境から移行した場合は、移行元 vRealize 
Automation インフラストラクチャ ホストのロード バランサ

の FQDN を含むすべてのエンドポイントで [IaaS ホストの削

除] ワークフローを実行します。

1 [リソース] をクリックします。

2 上部のツールバーの更新アイコンをクリックします。

3 展開ボタンをクリックし、[ライブラリ] - [vCAC] - [構成] の順に選択

します。

4 次のいずれかを実行します。

n 最小環境から移行した場合、移行元 vRealize Automation イン

フラストラクチャ ホストの FQDN を含む host プロパティを

持つ各リソースを削除します。

n 高可用性環境から移行した場合は、移行元 vRealize 
Automation インフラストラクチャ ホストのロード バランサ

の FQDN を含む host プロパティを持つ各リソースを削除しま

す。

5 [ワークフロー] をクリックします。

6 展開ボタンをクリックし、[ライブラリ] - [vRealize Automation] - [構成] の順に選択します。

7 ターゲットの vRealize Automation のインフラストラクチャ ホスト（高可用性展開から移行した場合は、ロー

ド バランシングされたホスト）を追加するには、[vRA ホストの IaaS ホストを追加] ワークフローを実行します。

vRealize Orchestrator カスタマイズのインストール

ワークフローを実行して、カスタマイズされた状態変更ワークフロー スタブと vRealize Orchestrator メニュー操作

ワークフローをインストールできます。

詳細については、ライフ サイクルの拡張性の「vRealize Orchestrator カスタマイズのインストール」を参照してく

ださい。

前提条件

vRealize Automation の最新バージョンへの正常な移行。

ターゲット vRealize Automation に組み込まれた vRealize 
Orchestrator インフラストラクチャ エンドポイントの再構成

vRealize Automation 6.2.5 環境から移行する場合は、ターゲットの組み込み vRealize Orchestrator サーバを指し

ているインフラストラクチャ エンドポイントの URL を更新する必要があります。

前提条件

n vRealize Automation を vRealize Automation のターゲット リリースに正常に移行している。
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n ターゲットの vRealize Automation コンソールにログインします。

a ターゲット仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名 https://vra-va-hostname.domain.name/vcac を
使用して vRealize Automation コンソールを開きます。

高可用性環境の場合は、ターゲット仮想アプライアンス ロード バランサの完全修飾ドメイン名 https://vra-
va-lb-hostname.domain.name/vcac を使用してコンソールを開きます。

b Infrastructure as a Service (IaaS) 管理者ユーザーとしてログインします。

手順

1 [インフラストラクチャ] - [エンドポイント] - [エンドポイント] の順に選択します。

2 [エンドポイント] ページで、vRealize Orchestrator エンドポイントを選択し、[編集] をクリックします。

3 [アドレス] テキスト ボックスで、vRealize Orchestrator エンドポイントの URL を編集します。

n 最小環境に移行した場合は、vRealize Orchestrator エンドポイント URL を https://vra-va-

hostname.domain.name:443/vco に置き換えます。

n 高可用性環境に移行した場合は、vRealize Orchestrator エンドポイント URL を https://vra-va-lb-

hostname.domain.name:443/vco に置き換えます。

4 [OK] をクリックします。

5 vRealize Orchestrator エンドポイントでデータ収集を手動で実行します。

a [エンドポイント] ページで、vRealize Orchestrator エンドポイントを選択します。

b [アクション] - [データ収集] の順に選択します。

データ収集が成功したことを確認します。

ターゲット vRealize Automation 環境の Microsoft Azure エンドポ

イントの再構成

移行後に、Microsoft Azure エンドポイントを再構成する必要があります。

各 Microsoft Azure エンドポイントで次の手順を実行します。

前提条件

n vRealize Automation のターゲット バージョンに正常に移行している。

n ターゲットの vRealize Automation コンソールにログインします。

a ターゲット仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名 https://vra-va-hostname.domain.name/vcac を
使用して vRealize Automation コンソールを開きます。

高可用性環境の場合は、ターゲット仮想アプライアンス ロード バランサの完全修飾ドメイン名 https://vra-
va-lb-hostname.domain.name/vcac を使用してコンソールを開きます。

b Infrastructure as a Service (IaaS) 管理者ユーザーとしてログインします。
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手順

1 [管理] - [vRO 構成] - [エンドポイント] を選択します。

2 Microsoft Azure エンドポイントを選択します。

3 [編集] をクリックします。

4 [詳細] をクリックします。

5 [Azure 環境] ドロップダウン メニューで地域を選択します。

6 元のクライアント シークレットをクライアント シークレットのテキスト ボックスに入力します。

7 Azure ストレージ URI のテキスト ボックスにストレージの URL を入力します。

例: https://mystorageaccount.blob.core.windows.net

8 [完了] をクリックします。

9 Azure エンドポイントごとにこの手順を繰り返します。

vRealize Automation 6.2.x Automation Application Services の移行

VMware vRealize Application Services の移行ツールを使用して、既存のアプリケーション サービスのブループリ

ントと展開プロファイルを VMware vRealize Application Services 6.2.x から vRealize Automation のターゲッ

ト バージョンに移行できます。

前提条件

vRealize Automation の最新バージョンへの正常な移行。

手順

u VMware vRealize Application Services の移行ツールをダウンロードするには、次の手順を完了します。

a ダウンロード VMware vRealize Automation をクリックします。

b [ドライバとツール] - [VMware vRealize Application Services Migration Tool] を選択します。

元のターゲット vRealize Automation IaaS Microsoft SQL データベ

ースの削除

移行の完了後、元の IaaS データベースを削除できます。

前提条件

vRealize Automation の最新バージョンへの正常な移行。

移行後の環境では、ターゲット vRealize Automation 環境をインストールしたときに作成した元の vRealize 
Automation IaaS Microsoft SQL データベースは使用しません。移行が完了したら、元の IaaS データベースを 

Microsoft SQL Server から削除しても問題ありません。
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移行後にデータセンターの [場所] メニューの内容を更新する

移行後、欠落しているカスタム データセンターの場所があれば、[場所] ドロップダウン メニューに追加する必要があ

ります。

vRealize Automation の最新バージョンへの移行後、[コンピュート リソース] ページの [場所] ドロップダウン メニ

ュー内のデータセンターの場所は、デフォルトのリストに戻ります。カスタム データセンターの場所が欠落していま

すが、すべてのコンピュート リソースの構成が正常に移行され、Vrm.DataCenter.Location プロパティは影響

を受けていません。[場所] メニューにカスタム データセンターの場所を追加することができます。

前提条件

vRealize Automation の最新バージョンに移行します。

手順

u [場所] ドロップダウン メニューに欠落しているデータセンターの場所を追加します。『vRealize Automation の
構成』の「シナリオ：複数の拠点にまたがる導入環境向けにデータセンターの場所を追加する」を参照してくだ

さい。

ソフトウェア エージェントの TLS 1.2 へのアップグレード

vRealize Automation を移行した後、ソフトウェア エージェントを移行前の環境からトランスポート レイヤー セキ

ュリティ (TLS) 1.2 にアップグレードするには、いくつかのタスクを実行する必要があります。

vRealize Automation 7.4 以降、TLS 1.2 は、vRealize Automation とブラウザの間のデータ通信で唯一サポートさ

れる TLS プロトコルです。移行後、既存のすべての仮想マシンと、移行前の vRealize Automation 環境からの既存

の仮想マシン テンプレートをアップグレードする必要があります。

ソース環境の仮想マシン テンプレートの更新

ソフトウェア エージェントが TLS 1.2 プロトコルを使用できるように、移行が完了した後、移行した既存の vRealize 
Automation テンプレートを更新する必要があります。

ゲスト エージェントおよびエージェント ブートストラップ コードを、ソース環境のテンプレートで更新する必要が

あります。リンク クローン オプションを使用している場合、新規作成した仮想マシンおよびそれらのスナップショ

ットを使用したテンプレートの再マッピングが必要になることがあります。

テンプレートをアップグレードするには、次のタスクを実行します。

1 vSphere にログインします。

2 移行した各 vRealize Automation テンプレートを仮想マシンに変換し、マシンをパワーオンします。

3 適切なソフトウェアのインストーラをインポートし、各仮想マシンでソフトウェアのインストーラを実行します。

4 各仮想マシンを再度テンプレートに変換します。

この手順を使用すると、Linux または Windows 用のソフトウェア インストーラを特定できます。

前提条件

n vRealize Automation 7.1.x 以降からの正常な移行。
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n ソフトウェア エージェント パッチの適用（vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x から移行した場合）。

手順

1 ブラウザを起動し、仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名 (https://vra-va-hostname.domain.name) を使

用して、vRealize Automation アプライアンスのスプラッシュ ページを開きます。

2 [ゲストおよびソフトウェア エージェント] ページをクリックします。

3 Linux または Windows ソフトウェアのインストーラの手順を実行してください。

次のステップ

ソフトウェア エージェントのアップグレードが必要な仮想マシンの特定.

ソフトウェア エージェントのアップグレードが必要な仮想マシンの特定

vRealize Automation コンソールの健全性サービスを使用して、TLS 1.2 へのソフトウェア エージェントの更新が必

要な仮想マシンを特定できます。

vRealize Automation ソース環境にパッチを適用したときに、すべての仮想マシンがアップグレードされないことが

あります。健全性サービスを使用して、TLS 1.2 へのソフトウェア エージェントの更新が必要な仮想マシンを特定で

きます。プロビジョニング後の手順のために、ターゲット環境のすべてのソフトウェア エージェントを更新する必要

があります。

前提条件

n vRealize Automation 7.1.x 以降から移行している。

n ソフトウェア エージェント パッチの適用（vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x から移行した場合）。

n プライマリ仮想アプライアンスでターゲット vRealize Automation 環境にログインしている。

手順

1 [管理] - [健全性] の順にクリックします。

2 [新しい構成] をクリックします。

3 [構成の詳細] ページで、必要な情報を提供します。

オプション コメント

名前 SW Agent verification と入力します。

説明 Locate software agents for upgrade to TLS 1.2 などの、

オプションの説明を追加します。

製品 ターゲットの製品とバージョン（vRealize Automation 7.4.0 など）を

選択します。

スケジュール [なし] を選択します。

4 [次へ] をクリックします。

5 [テスト スイートの選択] ページで、[vRealize Automation のシステム テスト] と [vRealize Automation のテ

ナント テスト] を選択します。
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6 [次へ] をクリックします。

7 [パラメータの構成] ページで、必要な情報を提供します。

表 7-1. vRealize Automation 仮想アプライアンス

オプション 説明

公開 Web サーバのアドレス n 最小インストールの場合、vRealize Automation アプライアンス ホ
ストのベース URL。例：https://va-host.domain/

n 高可用性展開の場合、vRealize Automation ロード バランサのベー

ス URL。例：https://load-balancer-host.domain/

SSH コンソールのアドレス vRealize Automation アプライアンスの完全修飾ドメイン名。例：va-
host.domain

SSH コンソール ユーザー root

SSH コンソール パスワード root のパスワード。

サービスの応答の最大時間（ミリ秒） デフォルトを受け入れ：2000

表 7-2. vRealize Automation システム テナント

オプション 説明

システム テナント管理者 管理者

システム テナント パスワード 管理者のパスワード。

表 7-3. vRealize Automation ディスク容量の監視

オプション 説明

警告レベルしきい値の割合 デフォルトを受け入れ：75

重大レベルしきい値の割合 デフォルトを受け入れ：90

表 7-4. vRealize Automation テナント

オプション 説明

テスト対象テナント テスト対象として選択されたテナント。

ファブリック管理者のユーザー名 ファブリック管理者のユーザー名。たとえば、admin@va-host.local。

注：   すべてのテストを実行するために、このファブリック管理者にはテ

ナント管理者と IaaS 管理者のロールも必要です。

ファブリック管理者パスワード ファブリック管理者のパスワード。

8 [次へ] をクリックします。

9 [サマリ] ページで情報を確認し、[完了] をクリックします。

ソフトウェア エージェントの検証設定が完了しました。

10 SW Agent verification カードで、[実行] をクリックします。

11 テストが完了したら、SW Agent verification カードの中央をクリックします。
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12 SW Agent verification の結果ページで、テスト結果を参照して、[名前] 列の [ソフトウェア エージェントのバ

ージョン チェック] テストを見つけます。テスト結果が失敗の場合は、[原因] 列の [原因] リンクをクリックし

て、ソフトウェア エージェントが古い仮想マシンを表示します。

次のステップ

ソフトウェア エージェントが古い仮想マシンがある場合は、 vSphere 上のソフトウェア エージェントのアップグレ

ードを参照してください。

vSphere 上のソフトウェア エージェントのアップグレード

vRealize Automation アプライアンス管理を使用して、移行後に vSphere の古いソフトウェア エージェントを TLS 
1.2 にアップグレードできます。

この手順により、仮想マシンの古いソフトウェア エージェントをソース環境から TLS 1.2 にアップデートします。こ

れは vRealize Automation のターゲット リリースへの移行に必要です。

前提条件

n ソフトウェア エージェント パッチの適用（vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x から移行した場合）。

n vRealize Automation 7.1.x 以降からの正常な移行。

n 健全性サービスを使用して、古いソフトウェア エージェントを持つ仮想アプライアンスを識別している。

手順

1 プライマリ vRealize Automation アプライアンスで、vRealize Automation アプライアンスを展開したときに

入力したパスワードを使用して、root として vRealize Automation アプライアンス管理にログインします。

高可用性環境の場合、マスター アプライアンスでアプライアンス管理を開きます。

2 [vRA ] - [ ソフトウェア エージェント] の順にクリックします。

3 [Toggle TLS 1.0、1.1] をクリックします。

[TLS v1.0, v1.1 Status] が有効になります。

4 テナント認証情報には、ソース vRealize Automation アプライアンスに要求される情報を入力します。

オプション 説明

テナント名 ソース vRealize Automation アプライアンス上のテナントの名前。

注：   テナント ユーザーにはソフトウェア アーキテクト ロールが割り当

てられている必要があります。

ユーザー名 ソース vRealize Automation アプライアンス上のテナント管理者のユ

ーザー名。

パスワード テナント管理者のパスワード。

5 [接続をテスト] をクリックします。

接続が確立されると、成功のメッセージが表示されます。
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6 ソース アプライアンスには、ソース vRealize Automation アプライアンスの IP アドレスまたは完全修飾ドメイ

ン名を入力します。

ソースとターゲット アプライアンス両方が同一のテナント認証情報を使用する必要があります。

7 [バッチの一覧表示] をクリックします。

バッチ選択肢リスト テーブルが表示されます。

8 [表示] をクリックします。

古いソフトウェア エージェントを持つ仮想マシンのリストがテーブルに表示されます。

9 アップグレード可能状態の仮想マシンのソフトウェア エージェントをアップグレードします。

n 個々の仮想マシンのソフトウェア エージェントをアップグレードするには、仮想マシンのグループの [表示] 
をクリックして、アップグレードする仮想マシンを識別します。それから [実行] をクリックし、アップグレ

ード プロセスを開始します。

n 仮想マシンのバッチのソフトウェア エージェントをアップグレードするには、アップグレードするグループ

を識別し、[実行] をクリックしてアップグレード プロセスを開始します。

アップグレードする仮想マシンが 200 台以上ある場合は、次のパラメータの値を入力して、バッチ アップグレ

ード プロセスの速度を制御できます。

オプション 説明

バッチ サイズ バッチ アップグレードで選択した仮想マシンの数。この数を変えると、

アップグレードの速度を調整することができます。

キュー深度 同時に実行されるアップグレードのパラレル実行の数。たとえば、20 と
指定します。この数を変えると、アップグレードの速度を調整することが

できます。

バッチ エラー バッチ アップグレードの低速化の原因となった REST エラーの数。たと

えば、アップグレードの安定性を向上するために 5 回エラーが発生したと

きに現在のバッチ アップグレードを停止する場合は、テキスト フィール

ドに 5 と入力します。

バッチの失敗 バッチ アップグレードの低速化の原因となった、失敗したソフトウェア 

エージェント アップグレードの数。たとえば、アップグレードの安定性

を向上するために 5 回エラーが発生したときに現在のバッチ アップグレ

ードを停止する場合は、テキスト フィールドに 5 と入力します。

バッチ ポーリング アップグレード プロセスをチェックするためにアップグレード プロセス

をポーリングする頻度。この数を変えると、アップグレードの速度を調整

することができます。

アップグレード プロセスが低速すぎるか、失敗したアップグレードが多すぎる場合は、これらのパラメータを調

整してアップグレードのパフォーマンスを向上できます。

注：   [更新] をクリックすると、バッチのリストがクリアされます。アップグレード プロセスには影響しませ

ん。TLS 1.2 が設定されるかどうかに関する情報も更新されます。また、[更新] をクリックすると vRealize 
Automation サービスの健全性チェックも実行されます。サービスが実行されていない場合、エラー メッセージ

が表示され、他のすべてのアクション ボタンが無効になります。
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10 [Toggle TLS 1.0、1.1] をクリックします。

[TLS v1.0, v1.1 Status] が無効になります。

Amazon Web Service または Microsoft Azure 上のソフトウェア エージェント
のアップグレード

Amazon Web Service (AWS) または Microsoft Azure 上の古いソフトウェア エージェントは手動でアップグレー

ドすることができます。

n 移行した vRealize Automation サーバの予約で指定されたトンネル プロパティを更新する必要があります。

注：   これらの例のすべてのバージョン インスタンスを、ターゲット リリースの vRealize Automation バージョン

値に置き換えます。

前提条件

n ソフトウェア エージェント パッチの適用（vRealize Automation 7.1.x または 7.3.x から移行した場合）。

n vRealize Automation 7.1.x 以降からの正常な移行。

n ソフトウェア トンネルが存在し、トンネル仮想マシンの IP アドレスが既知である。

手順

1 アップグレードする必要がある各ノードのノード ファイルを作成します。

/usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/initializeUpdateSoftwareAgents.py -a <

$DestinationVRAServer> -t <$Tenant> -tu <$TenantUser> -S <$SourceVRAServer>

2 Linux または Windows 仮想マシン上のソフトウェア エージェントをアップグレードするプラン ファイルを作

成します。

n /var/log/vcac/agentupdate/{tenant}/{subtenant-UUID} にある migrate params ファイルを変更し、

Amazon AWS または Microsoft Azure エンドポイントに対応するプライベート IP アドレスの値を含めま

す。

"key": "ipAddress",

        "value": {

            "type": "string",

            "value": "<$PrivateIp:$PrivatePort>"

        }

n Linux マシンをアップデートする場合は、このコマンドを使用します。

/usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/updateSoftwareAgents.py -a <

$DestionationVRAServer> -t <$Tenant> -S <$SourceVRAServer> -tu <$TenantUser> -CL 

Software.LinuxAgentUpdate74 --source_cloud_provider azure
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n Windows マシンをアップデートする場合は、このコマンドを使用します。

/usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/updateSoftwareAgents.py -a <

$DestionationVRAServer> -t <$Tenant> -S <$SourceVRAServer> -tu <$TenantUser> -CW 

Software.WindowsAgentUpdate74 --source_cloud_provider azure

n このコマンドは、プラン ファイルを実行します。

/usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/updateSoftwareAgents.py -a <

$DestionationVRAServer> -t <$Tenant> -tu <$TenantUser> --plan_file /usr/lib/vcac/server/

webapps/ROOT/software/plan

3 手順 1 のノード ファイルと手順 2 のプラン ファイルを使用してソフトウェア エージェントをアップデートす

るには、このコマンドを使用します。

/usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/updateSoftwareAgents.py -a <$DestinationVRAServer> -t <

$tenant> -tu <$TenantUser> --component_windows Software.WindowsAgentUpdate74 --component_linux 

Software.LinuxAgentUpdate74 --plan_file /usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/plan --

plan_index 0 --node_file /usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/node --source_cloud_provider 

azure --action plan_batch -S <$SourceVRAServer>

代わりに、ノードのインデックスを指定することでノード ファイルから一度に 1 台のノードを実行するには、こ

のコマンドを使用します。

/usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/updateSoftwareAgents.py -a <$DestinationVRAServer> -t <

$tenant> -tu <$TenantUser> --component_windows Software.WindowsAgentUpdate74 --component_linux 

Software.LinuxAgentUpdate74 --plan_file /usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/plan --

plan_index 0 --node_file /usr/lib/vcac/server/webapps/ROOT/software/node --source_cloud_provider 

azure --action execute_node -S <$SourceVRAServer> --node_index <0 through n-1>

この手順を実行するとき、vRealize Automation 仮想アプライアンスおよびホスト マシンからログの末尾を監

視してサーバ エージェントのアップグレード プロセスを表示することができます。

アップグレード後、アップグレード プロセスにより、Windows または Linux 用のソフトウェア アップデート 

スクリプトは vRealize Automation 仮想アプライアンスにインポートされます。vRealize Automation 仮想

アプライアンス ホストにログインすると、ソフトウェア コンポーネントが正常にインポートされていることを

確認できます。コンポーネントをインポートした後、ソフトウェア アップデートは古いイベント ブローカ サー

ビス (EBS) に送信され、指定された仮想マシンにソフトウェア アップデート スクリプトが中継されます。アッ

プグレードが完了し、新しいソフトウェア エージェントが稼動すると、ping 要求を送信して新しい vRealize 
Automation 仮想アプライアンスにバインドします。

注：   有用なログ ファイル

n ソース vRealize Automation の Catalina 出力：/var/log/vcac/catalina.out。このファイルでは、エージ

ェントの移行が行われるときに行われるアップグレード要求を確認できます。このアクティビティは、ソフ

トウェア プロビジョニング要求を実行する場合と同様です。

n ターゲット vRealize Automation の Catalina 出力：/var/log/vcac/catalina.out。このファイルでは、

ping 要求をレポートする移行された仮想マシンが確認できます。バージョン番号 7.4.0-SNAPSHOT が含

まれます。これらは、sw-agent-UUID などの EBS トピック名を比較することで照合できます。
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n ターゲット vRealize Automation マシン マスター アップグレード ログ ファイルのエージェント アップ

デート フォルダ：var/log/vmware/vcac/agentupdate/updateSoftwareAgents.log。このファイルの末

尾を監視すると、どのアップグレード処理が進行中なのかを確認できます。

n テナント フォルダ下で利用可能な個々のログ：/var/log/vcac/agentupdate/{tenant}/{subtenant-
UUID}。個々のノードがエラーや進行中の拡張機能がある多数のファイルとしてここに表示されます。

n 移行された仮想マシン：/opt/vmware-appdirector/agent/logs/darwin*.log。この場所をスポットチェ

ックすると、受信されているソフトウェア アップデート要求、および agent_bootstrap + ソフトウェア エ
ージェントの最後に発生する再起動のリストを確認できます。

6.2.5 からの移行後のプロパティ ディクショナリ設定の変更

vRealize Automation 6.2.x プロパティ ディクショナリ内の Label コントロールは vRealize Automation 7.x プ

ロパティ ディクショナリには含まれていません。

vRealize Automation 7.4 以前に移行する場合、Label コントロールは移行後のプロパティ ディクショナリに含ま

れる TextBox コントロール タイプに変換されます。

vRealize Automation 7.5 以降に移行する場合、Label コントロールは移行後のプロパティ ディクショナリに含ま

れる TextArea コントロール タイプに変換されます。TextArea コントロール タイプは、以前のバージョンの 

vRealize Automation 7.x に移行するときに使用される TextBox コントロール タイプよりも有効な、長いラベル名

をサポートしています。

移行後、影響を受ける TextBox または TextArea コントロール タイプを含むプロパティ定義をオーバーライド不

可に設定できます。これには、各ブループリント コンポーネントの vRealize Automation プロパティ設定に手動で

実行し、影響を受けるカスタム プロパティ定義が使用されている各ブループリント コンポーネント、予約、エンド

ポイントなどに手動で設定する方法か、vRealize CloudClient のエクスポート機能やインポート機能を使用して、プ

ログラムで設定する方法のいずれかを使用可能です。

手順

1 移行後に Text Box（7.4 以前）タイプのコントロールまたは TextArea（7.5 以降）タイプのコントロールを

使用するプロパティ定義を特定するには、[管理] - [プロパティ定義] の順にクリックして、[文字列] データ型の各

プロパティ定義の [表示領域] 設定を表示します。

これらは、移行後の vRealize Automation インスタンスでオーバーライド不可に設定するプロパティ定義です。

2 影響を受けるカスタム プロパティをオーバーライド不可に設定します。

n ブループリント全体に手動で設定する場合

1 [設計] タブをクリックして、ブループリントを開きます。

2 歯車アイコンをクリックして、[ブループリントのプロパティ] ページを開きます。

3 [ブループリントのプロパティ] ページの [プロパティ] タブをクリックして、[カスタム プロパティ] をク

リックします。
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4 TextBox または TextArea コントロール タイプを含むすべてのプロパティ定義の [オーバーライド可

能] を無効にします。

n 影響を受けるカスタム プロパティが使用されている各ブループリント コンポーネント、予約、エンドポイ

ントなどに手動で設定する場合

1 エンドポイントと予約の場合は、[インフラストラクチャ] をクリックして、[エンドポイント] または [予
約] を選択します。

2 各ターゲット要素を開き、[プロパティ] タブを使用して、影響を受ける Text Box（7.4 以前）または 

TextArea（7.5 以降）タイプのコントロール管理をオーバーライド不可に設定します。

3 各ブループリントを開き、ブループリント キャンバス内の各マシン、ネットワーク、およびその他のコ

ンポーネントの [プロパティ] タブを使用して、影響を受けるプロパティ定義を更新します。

n ブループリント全体にプログラムで設定する場合

1 vRealize CloudClient エクスポート コマンド シーケンスを使用してブループリントをエクスポートし

ます。

2 影響を受けるプロパティ定義をオーバーライド不可とマークします。この例では、TestLabel はオー

バーライド不可に設定され、TestOverideLabel は申請フォームで編集可能な方法で設定されます。

  TestLabel:

    fixed: default test label description at BP

    required: true

    secured: false

    visible: true

  TestOverideLabel:

    default: override this value

    required: true

    secured: false

    visible: true

3 vRealize CloudClient インポート コマンド シーケンスを使用してブループリントをインポートしま

す。

ターゲット vRealize Automation 環境の検証

ターゲット vRealize Automation 環境にすべてのデータが正常に移行されたかどうかを確認できます。

前提条件

n vRealize Automation の最新バージョンに移行します。

n ターゲットの vRealize Automation コンソールにログインします。

a ターゲット仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名 https://vra-va-hostname.domain.name/vcac を
使用して vRealize Automation コンソールを開きます。

高可用性環境の場合は、ターゲット仮想アプライアンス ロード バランサの完全修飾ドメイン名 https://vra-
va-lb-hostname.domain.name/vcac を使用してコンソールを開きます。
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b テナント管理者のユーザー名とパスワードを使用してログインします。

手順

1 [インフラストラクチャ] - [管理対象マシン] の順に選択し、すべての管理対象仮想マシンが存在することを確認

します。

2 [コンピュート リソース] をクリックし、[データ収集]、[今すぐ申請]、[更新] の順にクリックし、エンドポイント

が機能していることを確認します。

3 [設計] をクリックし、[ブループリント] ページで各ブループリントの要素を検証します。

4 [XaaS] をクリックし、[カスタム リソース]、[リソース マッピング]、[XaaS ブループリント]、および [リソース 

アクション] の内容を確認します。

5 [管理] - [カタログ管理] を選択し、[サービス]、[カタログ アイテム]、[アクション]、[資格] の内容を確認します。

6 [アイテム] - [デプロイ] を選択し、プロビジョニングされた仮想マシンの詳細を確認します。

7 [展開] ページで、プロビジョニングされたパワーオフの仮想マシンを選択し、[アクション] - [パワーオン]を選択

します。次に、[送信] > [OK] の順にクリックします。仮想マシンが正常にパワーオンになっていることを確認し

ます。

8 [カタログ] をクリックし、新しいカタログ アイテムを申請します。

9 [全般] タブで、申請情報を入力します。

10 マシンのアイコンをクリックし、すべてのデフォルト設定を受け入れて [送信] > [OK] の順にクリックします。

11 申請が正常に終了したことを確認します。

vRealize Automation から 7.6 への移行

VMware, Inc. 56



移行に関するトラブルシューティング 8
移行に関するトラブルシューティングのトピックでは、vRealize Automation の移行時に問題が発生した場合の解決

策について説明します。

この章には、次のトピックが含まれています。

n PostgreSQL バージョンが原因のエラー

n 移行中に作成された展開が一部の仮想マシンに存在しない

n ロード バランサの構成による、長時間実行される操作でのタイムアウト

n 移行ログの場所

n 移行後にサービス カタログに表示されるカタログ アイテムを申請できない 

n vRealize Automation の無効になった [データ収集] のラジオ ボタン

n ソフトウェア エージェントのアップグレードのトラブルシューティング

PostgreSQL バージョンが原因のエラー

更新された PostgreSQL データベースが含まれているソースの vRealize Automation 6.2.x 環境では、管理者アクセ

スがブロックされます。

問題

アップグレードされた PostgreSQL データベースが vRealize Automation 6.2.x で使用されている場合、管理者は 

vRealize Automation からこのデータベースへのアクセスを提供するエントリを pg_hba.conf ファイルに追加す

る必要があります。

解決方法

1 pg_hba.conf ファイルを開きます。

2 このデータベースへのアクセス権を付与するには、次のエントリを追加します。

host all vcac-database-uservra-va-iptrust-method

移行中に作成された展開が一部の仮想マシンに存在しない

移行時に仮想マシンの状態が指定なしの場合、ターゲット環境で対応する展開が作成されません。

VMware, Inc. 57



問題

移行時に、移行前の環境で仮想マシンの状態が「情報なし」であった場合、移行先で対応する展開環境が作成されま

せん。

解決方法

u 移行後に仮想マシンが「情報なし」の状態でなくなると、バルク インポートを使用して移行先に仮想マシンをイ

ンポートすることができます。

ロード バランサの構成による、長時間実行される操作でのタイムアウ

ト

ロード バランサのタイムアウト設定を 10 分に変更しても、接続の予期しない終了が防止されない可能性がありま

す。

問題

HTTP/HTTPS 要求の実行中に接続を維持するためにタイムアウトを 10 分に設定しても、移行で長時間実行される操

作を実行した場合に接続の予期しない終了が防止されない可能性があります。

解決方法

u 移行中に接続が予期せず終了した場合は、ロード バランサのタイムアウトを 10 分よりも長くするか、移行の間

は適切なアクティブ ノードをポイントするようにロード バランサの DNS レコードを更新します。移行が完了

したら、ロード バランサの DNS レコードを元に戻します。

移行ログの場所

検証または移行の問題をトラブルシューティングするには、移行プロセスを記録したログを確認します。

表 8-1. ソース vRealize Automation アプライアンス

ログ 場所

パッケージ作成ログ /var/log/vmware/vcac/migration-package.log

表 8-2. ターゲット vRealize Automation アプライアンス

ログ 場所

移行ログ /var/log/vmware/vcac/migrate.log 

移行実行ログ /var/log/vmware/vcac/mseq.migration.log 

移行実行出力ログ /var/log/vmware/vcac/mseq.migration.out.log 

検証実行ログ /var/log/vmware/vcac/mseq.validation.log 

検証実行出力ログ /var/log/vmware/vcac/mseq.validation.out.log 
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表 8-3. ターゲット vRealize Automation インフラストラクチャ ノード

ログ 場所

移行ログ C:\Program Files (x86)\VMware\vCAC\InstallLogs-

YYYYMMDDHHMMXX\Migrate.log 

検証ログ C:\Program Files (x86)\VMware\vCAC\InstallLogs-

YYYYMMDDHHMMXX\Validate.log 

移行後にサービス カタログに表示されるカタログ アイテムを申請で

きない

vRealize Automation の最新バージョンに移行すると、前のバージョンの特定のプロパティ定義を使用するカタログ 

アイテムがサービス カタログに表示されますが、申請することはできません。

問題

6.2.x 以前のバージョンから移行していて、次のコントロール タイプまたは属性を持つプロパティ定義が設定されて

いる場合は、これらの要素がアップグレード後のプロパティ定義に含まれていないため注意が必要です。これらの定

義を使用するカタログ アイテムは、移行前のように動作しなくなります。

n コントロール タイプ：チェック ボックスまたはリンク

n 属性：関係、正規表現、またはプロパティのレイアウト

原因

vRealize Automation 7.0 以降では、プロパティ定義でこれらの要素が使用されなくなりました。プロパティ定義を

再作成するか、組み込みのコントロール タイプまたは属性ではなく vRealize Orchestrator スクリプト アクションを

使用するようにプロパティ定義を設定する必要があります。

スクリプト アクションを使用して、これらのコントロール タイプまたは属性を vRealize Automation 7.x に移行し

ます。

解決方法

1 vRealize Orchestrator でこれらのプロパティ値を返すスクリプト アクションを作成します。このアクションは

単純な値を返す必要があります。たとえば、文字列、整数、またはその他のサポートされているタイプです。こ

のアクションは、依存する他のプロパティを入力パラメータとして取ることがあります。

2 vRealize Automation コンソールで、製品の定義を設定します。

a [管理] - [プロパティ ディクショナリ] - [プロパティ定義] の順に選択します。

b プロパティ定義を選択して、[[編集]] をクリックします。

c [アドバイスの表示] ドロップダウン メニューで、[ドロップダウン] を選択します。

d [値] ドロップダウン メニューで、[外部値] を選択します。

e スクリプト アクションを選択します。

f [OK] をクリックします。
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g スクリプト アクションに含まれる入力パラメータを設定します。既存の関係を維持するには、パラメータを

他のプロパティにバインドします。

h [OK] をクリックします。

vRealize Automation の無効になった [データ収集] のラジオ ボタン

vRealize Automation 6.2.x から 7.x への移行後、移行先の vRealize Automation の [コンピュート リソース] ペー

ジでは [データ収集] のラジオボタンが無効になります。

原因

エンドポイントを参照する移行元環境にエージェントをインストールし、同じエンドポイントを参照する移行先環境

に別の名前のエージェントをインストールすると、移行先環境で管理者としてエンドポイントに対するテスト接続を

実行できます。ただし、移行先環境の vRealize Automation にファブリック管理者としてログインした場合、[デー

タ収集] の [コンピュート リソース] ページにあるラジオ ボタンが無効になります。

解決方法

この状況を回避するには、移行先環境にインストールされているエージェントに、移行元環境にインストールされて

いるエージェントと同じ名前を付けます。

ソフトウェア エージェントのアップグレードのトラブルシューティ

ング

vRealize Automation アプライアンス管理を使用してソフトウェア エージェントをアップグレードする際に、ログ 

ファイルを確認して発生した問題の原因を特定することができます。

問題

ソフトウェア エージェントのアップグレード時、問題が発生することがあります。ソフトウェア エージェントのア

ップグレード処理時に、ログ ファイルを確認すると、問題の発生箇所を特定することができます。

サーバ ログ

n プロセスを観察するには、サーバの updateSoftwareAgents.log ファイル (/storage/log/vmware/vcac/
agentupdate/updateSoftwareAgents.log) に tail コマンドを実行します。

n どのソフトウェア エージェントが成功しているか確認するには、ターゲット アプライアンスの catlaina.out フ
ァイル (/var/log/vcac/catalina.out) に tail コマンドを実行します。

バージョン.0-SNAPSHOT に対してレポートされる「ping」などの文字列を検索します。

詳細情報は、次の場所で確認できます。

n /var/cache/vcac/agentupdate/{Tenant}/{UUID}/UUID.plan

n /var/cache/vcac/agentupdate/{Tenant}/{UUID}/UUID.log

n /var/cache/vcac/agentupdate/sqa/UUID/UUID.log（OS 単位）
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メジャー バッチのアップグレードを開始する前に、テスト仮想アプライアンス ソフトウェア エージェントのアップ

グレードを必ず実行する必要があります。プロセスの概要は以下のとおりです。

n ターゲット仮想アプライアンスに行われた最初の要求を確認して、エージェントのバージョンを識別します。

n アップグレードでソース仮想アプライアンスに行われた要求を確認します。

n ターゲット仮想アプライアンスの新しいバージョン値をレポートするエージェントを確認します。

n これらのイベントの間、/storage/log/vmware/vcac/agentupdate/updateSoftwareAgents.log の 

updateSoftwareAgents.log ファイルを確認します。

クライアント ログ

Linux エージェントのログは appdirector のエージェント ログ フォルダにあります: /opt/vmware-appdirector/
agent/logs/*.log

次のようなログ エラーが表示される可能性があります。これは、アップグレード処理中に EBS キューが変動するこ

とによる一時的なものです。

Feb 15 2018 16:54:10.105 ERROR [EventPoller-sw-agent-0ad2418d-5b42-4231-a839-a05dd618e43e] [] 

com.vmware.vcac.platform.event.broker.client.rest.RestEventSubscribeHandler - Error while 

polling events for subscription '{}'

org.springframework.web.client.HttpClientErrorException: 404 Not Found 

org.springframework.web.client.DefaultResponseErrorHandler.handleError(DefaultResponseErrorHa

ndler.java:91) ~[nobel-agent.jar:na]

org.springframework.web.client.RestTemplate.handleResponse(RestTemplate.java:641) ~[nobel-

agent.jar:na] 

org.springframework.web.client.RestTemplate.doExecute(RestTemplate.java:597) ~[nobel-

agent.jar:na] 

org.springframework.web.client.RestTemplate.execute(RestTemplate.java:557) ~[nobel-

agent.jar:na]

org.springframework.web.client.RestTemplate.exchange(RestTemplate.java:503) ~[nobel-

agent.jar:na]

com.vmware.vcac.platform.event.broker.client.rest.RestEventSubscribeHandler.pollEvents(RestEv

entSubscribeHandler.java:297) ~[nobel-agent.jar:na] 

com.vmware.vcac.platform.event.broker.client.rest.RestEventSubscribeHandler

$EventPoller.run(RestEventSubscribeHandler.java:329) ~[nobel-agent.jar:na] 
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移行のシナリオ 9
vRealize Automation 6.2.5 から移行する場合は、これらの問題が発生する可能性があります。

6.2.5 の問題 最新バージョンでの解決方法

vRealize Automation 6.2.5 を最新バージョンに移行した後、以下のプ

ロパティ定義を使用したカタログ アイテムはサービス カタログに表示さ

れますが、申請できません。

n コントロール タイプ：チェック ボックスまたはリンク。

n 属性：関係、正規表現、またはプロパティのレイアウト。

vRealize Automation リリースでは、プロパティ定義でこれらの要素が

使用されなくなりました。

プロパティ定義を再作成するか、組み込みのコントロール タイプまたは

属性ではなく vRealize Orchestrator スクリプト アクションを使用する

ようにプロパティ定義を設定する必要があります。詳細については、移行

後にサービス カタログに表示されるカタログ アイテムを申請できない 

を参照してください。

ターゲット vRealize Automation リリースでは、vRealize 
Automation 6.2.5 のドロップダウン メニューで親子関係を定義するた

めに使用する正規表現がサポートされていません。6.2.5 では、正規表現

を使用して、特定の親メニュー項目でのみ使用可能な 1 つ以上の子メニュ

ー項目を定義できます。これらの子メニュー項目は、親メニュー項目を選

択したときのみ表示されます。

移行後、以前の動的な値を復元するにはプロパティ定義を再作成する必要

があります。親ドロップ ダウン メニューと子ドロップ ダウン メニュー

の間で親子関係を作成する方法の詳細については、How to use 
dynamic property definitions in vRA 7.2 を参照してください。

ワークフロー スタブを使用する vRealize Orchestrator ワークフロー ワークフロー スタブは、移行後にイベント ブローカー サブスクリプショ

ンに変換できます。

変換の手順と変更点の詳細については、『vRealize Automation 
Extensibility Migration Guide』を参照してください。

Active Directory 統合のカスタマイズ Active Directory の構成とポリシーは、次の製品に組み込まれています。

Active Directory の構成の詳細については、『vRealize Automation で
のサービス ブループリントの準備および使用』ガイドの Active 
Directory ポリシーの操作を参照してください。

プロビジョニングされたワークロードのカスタム IP アドレス管理設定 現在、IP アドレス管理の設定は製品に組み込まれています。

IP アドレス管理の設定手順の詳細については、『 vRealize Automation 
でのサービス ブループリントの準備および使用』ガイドのサードパーテ

ィ製 IP アドレス管理プロバイダ サポートを提供するためのチェックリ

ストを参照してください。

プロパティ ディクショナリでの関係式の使用 関係式はプロパティ ディクショナリの選択肢から除外されました。次

に、7.x でプロパティ ディクショナリの関係を作成する方法の例を示しま

す。
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6.2.5 の問題 最新バージョンでの解決方法

カスタム ホストの命名 移行後にカスタム ホストに名前を付けるには、さまざまな方法がありま

す。これらの方法の概要については、Manage Hostnames with 
vRealize Automation - Part 1: Understand Your Options!を参照し

てください。

アプリケーション サービス ベースのブループリントの使用 アプリケーション サービス ベースのブループリントを移行するには、個

別の移行手順が必要になります。移行手順の詳細については、『VMware 
vRealize Application Services Migration Tool 1.1 ユーザー ガイド』

を参照してください。
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